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藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
三
九

藤
澤
東

と
七
絃
の
琴き
ん

―
そ
の
琴
系
及
び
弾
琴
、
琴
学
、
琴
事
の
実
像
に
つ
い
て

山　

寺　

美
紀
子

は
じ
め
に

　

漢
学
塾
「
泊
園
書
院
」
の
創
立
者
で
あ
る
藤
澤
東

（
一
七
九
四
〜
一
八

六
四
）
が
、
徂
徠
学
を
中
興
さ
せ
、
高
松
藩
の
儒
官
を
務
め
、
近
世
大
阪
に

お
け
る
学
芸
の
興
隆
と
教
育
に
尽
く
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）
を
一
貫
し
て
信
奉
し
た
東

は
、
そ

の
古
文
辞
学
の
学
徒
と
し
て
、
唐
音
（
中
国
語
）
を
習
得
し
、
詩
社
を
結
成

し
て
詩
文
を
善
く
し
、
さ
ら
に
は
、
か
つ
て
徂
徠
も
愛
好
し
た
中
国
伝
来
の

七
絃
の
琴き

ん

を
習
い
、
そ
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
石
濱
純
太
郎
・

水
田
紀
久
両
氏
の
「
東

先
生
周
辺
」（『
泊
園
』
二
号
、
一
九
六
三
年
）
に

よ
る
と
、
当
時
の
評
判
記
に
は
、「
詩
」
と
「
琴
」
に
優
れ
た
者
と
し
て
東

先
生
の
名
が
見
え
る
と
い
う
。

　

東

と
琴
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
濱
・
水
田
両
氏
が
前

掲
の
論
考
に
て
、『
東

先
生
詩
存
』、『
東

先
生
文
集
』
収
載
の
関
連
す
る

詩
文
や
、
関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
が
蔵
す
る
泊
園
書
院
旧
蔵
琴
譜
を
紹

介
し
、
貴
重
な
情
報
と
知
見
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
琴
を
め
ぐ
る
東

の
周
辺
人
物
に
つ
い
て
は
、
妻
鹿
友
一
『
妻
鹿
友
樵
伝
』（
一
九
八
〇
年
、

自
家
版
）、
稗
田
浩
雄
「
琴
士
散
索
5
藤
沢
東

」（『
冬
青
』
一
三
号
、
一
九

八
三
年
）、
岸
辺
成
雄
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』（
二
〇
〇
〇
年
、
有
隣
堂

印
刷
出
版
部
）
等
に
て
、
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
東

が
琴
を
「
ど
れ
ほ
ど
修
め
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
々
に
聴
か
れ
た

か
も
、
曲
名
も
わ
か
ら
な
い
。」
と
、
前
掲
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』（
二

七
〇
頁
）
に
記
す
よ
う
に
、
そ
の
弾
琴
の
実
像
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
先
学
の
研
究
を
基
に
、
泊
園
文
庫
所
蔵
の
関
連
資

料
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
で
、
東

と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
琴
楽
の
実

像
を
、
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
第
一
節
で
は
、
東

が
弾
琴

を
学
ん
だ
背
景
と
し
て
、
東

が
属
し
た
琴
の
系
統
と
徂
徠
の
琴
学
に
つ
い

て
略
述
し
、
第
二
節
で
は
、
琴
を
め
ぐ
る
東

周
辺
の
人
々
の
つ
な
が
り
を



一
四
〇

辿
り
、
第
三
節
で
は
、
泊
園
文
庫
蔵
琴
譜
及
び
琴
書
（
琴
の
理
論
書
）
か
ら
、

東

の
弾
琴
と
琴
学
の
実
態
を
探
る
。
最
後
に
第
四
節
で
は
、
東

の
琴
事

を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
東

が
嗜
ん
だ
七
絃
の
琴き

ん

に
つ
い
て

（
一
）
琴き
ん

と
は

　

東

、
徂
徠
が
嗜
ん
だ
七
絃
の
「
琴き
ん

」
と
は
、
そ
の
起
源
が
紀
元
前
に
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
長
い
歴
史
を
有
し）

1
（

、
漢
民
族
の
文
化
と
共
に
、

学
問
・
思
想
を
包
含
し
な
が
ら
伝
承
さ
れ
続
け
た
楽
器
で
あ
る
。「
古
琴
」「
七

絃
琴
」
と
も
称
さ
れ
る
（
以
下
、
本
稿
で
「
琴
」
と
記
す
も
の
は
、
全
て
こ

の
七
絃
の
古
琴
を
指
す
）。

　

儒
者
で
あ
る
東

、
徂
徠
が
琴
を
愛
好
し
た
の
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
こ

の
楽
器
が
、
礼
楽
的
理
念
を
備
え
た
君
子
の
修
養
の
た
め
の
楽
器
と
し
て
、

古
来
、
儒
家
に
尊
重
さ
れ
て
き
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
漢
代
以
降
の
諸
文

献
に
は
、
琴
の
起
源
に
つ
い
て
、
伏
羲
あ
る
い
は
神
農
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た

五
絃
の
琴
に
、
周
の
文
王
・
武
王
が
絃
を
加
え
て
七
絃
に
し
た
と
い
う
故
事

が
語
ら
れ
（
蔡
邕
『
琴
操
』、
桓
譚
『
新
論
』「
琴
道
篇
」、『
隋
書
』「
音
楽
志

下
」
な
ど
）、
ま
た
、
孔
子
が
琴
を
愛
好
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
（『
史
記
』

「
孔
子
世
家
」
な
ど
）。
班
固
の
『
白
虎
通
義
』
巻
三
「
礼
楽
」
に
、「
琴
者
、

禁
也
。
所
以
禁
止
淫
邪
、
正
人
心
也
。」（
琴
と
は
「
禁
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
淫
邪
を
禁
止
し
、
人
の
心
を
正
す
手
段
で
あ
る
。）
と
、
応
劭
の
『
風
俗

通
義
』
巻
六
「
声
音
」
に
、「
雅
琴
者
、
樂
之
統
也
、
…
…
然
君
子
所
常
御

者
、
琴
最
親
密
、
不
離
於
身
」（
雅
琴
と
は
、
楽
器
の
長
で
あ
り
、
…
…
君
子

が
い
つ
も
携
え
て
い
る
楽
器
で
あ
り
、
君
子
に
と
っ
て
、
琴
は
最
も
親
密
な

楽
器
で
あ
り
、
体
か
ら
離
す
こ
と
は
な
い
。）
と
あ
る
の
は
、
良
く
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う）

2
（

。
さ
ら
に
、
琴
は
、
老
荘
的
道
家
思
想
と
も
結
び
つ
き
、

隠
逸
思
想
の
象
徴
と
し
て
、
ま
た
教
養
と
し
て
嗜
む
べ
き
「
琴
棋
書
画
」
の

筆
頭
と
し
て
、
儒
者
、
文
人
、
仏
僧
を
含
む
歴
代
の
知
識
人
た
ち
、
例
え
ば

陶
淵
明
・
白
居
易
・
蘇
軾
・
朱
熹
ら
に
愛
好
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

琴
の
音
楽
「
琴
楽
」
は
、
琴
に
関
す
る
知
識
や
理
論
的
な
側
面
、
及
び
弾

琴
に
伴
う
精
神
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
儒
・
仏
・
道
の
思
想
を
含
め
て
「
琴

学
」
あ
る
い
は
「
琴
道
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
琴
が
単
な
る

楽
器
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

琴
は
、
日
本
に
は
奈
良
時
代
に
は
伝
え
ら
れ
、
平
安
時
代
に
至
っ
て
は
、

嵯
峨
天
皇
・
橘
逸
勢
・
菅
原
道
真
ら
の
弾
琴
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か

し
、
平
安
末
期
以
降
、
演
奏
伝
承
は
ほ
ぼ
途
絶
え
、
そ
の
後
、
再
び
日
本
で

琴
が
本
格
的
に
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
、
江

戸
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
近
年
の
岸
辺
成
雄
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』

を
始
め
と
す
る
調
査
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
、
琴
を
嗜
ん
だ
者
は
、
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
も
数
百
人
は
数
え
ら
れ
る
と
い
う
が
、
明
治
、

大
正
期
に
は
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
昭
和
三
十
年
代
を
最
後
に
、
江
戸
期
か

ら
続
い
た
琴
の
伝
承
は
断
絶
し
た
。



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
四
一

（
二
）
東

に
至
る
琴
の
系
統

　

江
戸
期
に
お
け
る
琴
再
興
の
主
な
契
機
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）、
明

末
清
初
の
中
国
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
曹
洞
宗
寿
昌
派
三
十
五
世
正
宗
、
東

皐
心
越
禅
師
（
一
六
三
九
〜
一
六
九
五
）
が
、
江
戸
幕
府
儒
官
で
林
家
塾
門

人
筆
頭
の
人
見
竹
洞
（
一
六
三
七
〜
一
六
九
六
）、
及
び
大
身
旗
本
の
杉
浦
琴

川
（
一
六
七
一
〜
一
七
一
一
）
に
弾
琴
を
教
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
心
越
禅

師
は
、
長
崎
の
黄
檗
宗
興
福
寺
の
招
き
に
よ
り
来
日
し
た
が
、
そ
の
後
、
徳

川
光
圀
に
迎
え
ら
れ
て
水
戸
の
曹
洞
宗
天
徳
寺
（
の
ち
祇
園
寺
）
を
開
き
、

琴
だ
け
で
な
く
篆
刻
、
書
画
な
ど
の
分
野
で
も
優
れ
た
教
養
を
発
揮
し
、
当

時
の
学
芸
文
化
に
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る）

3
（

。

　

江
戸
期
に
は
他
に
も
、
中
国
か
ら
来
日
後
、
琴
を
教
授
し
た
者
（
黄
檗
山

萬
福
寺
第
十
三
代
住
持
竺
庵
浄
印
（
一
六
九
六
〜
一
七
五
六
）
な
ど
）
が
い

た
と
知
ら
れ
る
が
、
心
越
を
祖
と
す
る
琴
系
が
、
群
を
抜
い
て
多
く
の
琴
士

（
琴
を
嗜
む
者
を
「
琴
士
」「
琴
家
」
な
ど
と
呼
ぶ
が
、
琴
の
職
業
的
専
門
家

の
こ
と
で
は
な
い
）
を
輩
出
し
、
広
ま
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
東

も
心
越
の
琴
系
に
属
し
て
い
た
。
心
越
の
直
弟
子
を
第
一
伝

と
す
る
と
、
東

は
第
六
伝
あ
る
い
は
第
七
伝
に
当
た
る
こ
と
が
、
泊
園
文

庫
蔵
『
明
東
皐
禅
師
琴
譜
』
収
載
「
大
古
清
音
系
記
」（
後
掲
）
な
ど
、
当
時

記
録
さ
れ
た
師
承
関
係
の
系
図
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

図
1
（
次
頁
）
は
、
先
学
に
よ
る
琴
士
調
査
の
成
果
を
併
せ
て
参
照
し）

4
（

、

東

に
関
連
す
る
琴
士
（
た
だ
し
本
稿
で
言
及
す
る
者
の
み
）
の
師
承
系
統

と
琴
の
交
友
関
係
を
、
系
譜
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
譜
を
辿
り
な
が

ら
、
東

に
至
る
ま
で
の
琴
系
と
、
そ
の
人
の
つ
な
が
り
を
概
観
し
て
お
き

た
い
。

　

心
越
琴
系
の
第
一
伝
で
且
つ
最
初
の
弟
子
で
あ
っ
た
の
は
、
前
述
の
人
見

竹
洞
で
あ
る
。
竹
洞
は
心
越
か
ら
数
十
曲
を
習
得
し
、「
海
外
の
知
音
」
と
称

さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
竹
洞
は
ま
た
、
心
越
来
日
よ
り
遡
る
青
年
期
に
、

「
眉
公
琴
」（
明
の
陳
継
儒
の
琴
と
伝
え
ら
れ
る
）
を
長
崎
か
ら
入
手
し
愛
玩

し
た
石
川
丈
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
七
二
）
と
交
流
し
て
お
り）

5
（

、
そ
の
後
、

林
家
同
門
の
加
藤
明
友
（
一
六
二
一
〜
一
六
八
四
）
か
ら
舶
来
の
琴
を
借
り

て
、
こ
れ
を
参
考
に
自
身
の
琴
を
作
成
さ
せ
、
弾
琴
を
独
学
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る）

6
（

。
丈
山
が
隠
棲
し
た
京
都
詩
仙
堂
に
は
、
多
く
の
琴
士
が
、
丈

山
遺
愛
の
「
眉
公
琴
」
を
見
る
た
め
に
訪
れ
て
お
り）

7
（

、
東

も
「
遊
詩
仙
堂

觀
丈
山
先
生
遺
事
」（
詩
仙
堂
に
遊
び
丈
山
先
生
の
遺
事
を
観
る
）
と
題
す
る

七
律
に
、「
草
堂
空
帳
護
書
琴
」（
草
堂
空
帳
に
し
て
書
と
琴
と
を
護
る
。）
と

詠
ん
で
い
る）

8
（

。

　

系
譜
の
﹇
一
﹈
杉
浦
琴
川
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
心
越
の
直
弟
子
で
あ

る
。
琴
川
は
、
先
に
竹
洞
か
ら
学
び
、
そ
の
後
、
心
越
に
師
事
し
た
。
両
師

亡
き
後
、
二
人
の
遺
志
を
継
い
で
、
心
越
が
伝
え
た
五
十
数
曲
の
楽
譜
を
ま

と
め
、『
東
皐
琴
譜
』
正
本
と
し
て
上
梓
す
べ
く
稿
を
整
え
た
が
、
そ
の
直
前

に
果
た
せ
ず
亡
く
な
っ
た）

9
（

。（
な
お
、
正
本
公
刊
は
成
ら
な
か
っ
た
が
、
後
に

曲
数
を
減
じ
、
あ
る
い
は
正
本
所
収
曲
以
外
の
譜
や
解
説
等
を
加
え
た
数
種

の
琴
譜
集
が
刊
行
さ
れ
、
写
本
で
も
広
く
流
布
し
て
い
る
。
泊
園
文
庫
に
も

『
東
皐
琴
譜
』
の
類
の
刊
本
・
写
本
が
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述



一
四
二

す
る
。）

　

系
譜
の
﹇
二
﹈
小
野
田
東
川

（
一
六
八
四
〜
一
七
六
三
）
は
、
杉

浦
家
の
家
臣
で
、
琴
川
に
近
侍
し

て
琴
を
学
ん
だ
人
で
あ
る
。
訳
あ

っ
て
杉
浦
家
を
追
わ
れ
て
か
ら
は
、

琴
を
生
業
と
し
、
五
十
年
ほ
ど
の

長
き
に
わ
た
り
、
江
戸
で
多
く
の

人
々
に
弾
琴
を
教
え
た
た
め
、
東

川
を
通
し
て
、
琴
が
急
速
に
広
ま

る
こ
と
と
な
っ
た）

10
（

。
東
川
の
琴
門

に
は
、
東

の
同
郷
、
讃
岐
出
身

の
、
一
橋
藩
儒
と
な
っ
た
久
保
盅

斎
（
一
七
三
〇
〜
一
七
八
五
）、
及

び
昌
平
黌
教
官
と
な
っ
た
柴
野
栗

山
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
七
）
が

い
る
。
中
根
香
亭
著
「
七
絃
琴
の

伝
来
」
に
は
、「
一
橋
家
の
文
學
久

保
喜
右
衞
門
と
い
へ
る
は
頗
る
上

手
の
聞
え
あ
り
、
…
…
又
柴
野
栗

山
は
數
曲
を
學
び
た
れ
ど
も
成
ら

ず
し
て
廢
し
た
り
」
と
あ
る）

11
（

。
ま

た
、
盅
斎
と
栗
山
の
師
で
讃
岐
高
松
藩
儒
の
後
藤
芝
山
（
一
七
二
一
〜
一
七

八
二
）、
及
び
同
じ
く
高
松
藩
儒
の
青
葉
士
弘
（
一
七
〇
三
〜
一
七
七
二
）
も

琴
を
嗜
ん
だ
が
、
坂
田
進
一
氏
の
論
考
に
よ
る
と
、
彼
ら
も
江
戸
滞
在
時
に

小
野
田
東
川
の
琴
門
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う）

12
（

。

　

系
譜
の
﹇
三
﹈
杉
浦
梅
岳
（
一
七
三
四
〜
一
七
九
二
）
は
、
伊
勢
津
藩
の

藩
士
で
あ
り
、
江
戸
詰
め
の
際
に
小
野
田
東
川
に
師
事
し
た
。
こ
の
頃
、
晩

年
の
東
川
は
、
心
越
所
伝
の
曲
か
ら
選
ん
だ
調
絃
用
の
小
曲
「
調
絃
入
弄
」

と
初
学
十
五
曲
（
合
わ
せ
て
十
六
曲
と
数
え
る
こ
と
も
）、
並
び
に
十
五
曲
皆

伝
後
に
伝
授
す
る
秘
曲
「
漁
樵
問
答
」
一
曲
、
と
次
第
を
立
て
て
教
授
し
て

お
り）

13
（

、
梅
岳
は
そ
れ
ら
全
曲
を
習
得
し
た
。
帰
郷
後
、
琴
を
教
え
、
関
西
に

琴
道
を
伝
え
た
人
と
評
さ
れ
る）

14
（

。

　

系
譜
の
﹇
四
﹈
永
田
蘿
道
（
一
七
五
六
〜
一
八
二
六
）
は
、
津
の
商
家
で

あ
り
、
梅
岳
か
ら
琴
を
学
ん
だ
後
、
さ
ら
に
琴
法
を
深
め
、
当
時
、
琴
の
名

手
と
し
て
広
く
名
が
知
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
津
藩
の
儒
者
、
齋
藤
拙
堂
（
一

七
九
七
〜
一
八
六
五
）
が
撰
し
た
「
琴
師
蘿
道
翁
伝
」
に
よ
る
と
、
津
藩
家

老
藤
堂
渫
斎
、
久
居
藩
主
藤
堂
高
朶
、
京
の
公
卿
平
松
時
章
（
琴
仙
）、
幕
府

医
官
で
蘭
方
医
の
桂
川
（
第
四
代
）
甫
周
ら
（
い
ず
れ
も
琴
士
）
が
、
蘿
道

の
弾
琴
を
高
く
評
価
し
、
近
隣
だ
け
で
な
く
、
遠
方
か
ら
も
琴
法
を
学
び
に

訪
れ
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う）

15
（

。
東

の
師
の
鳥
海
雪
堂
（
系
譜
の
﹇
五
﹈）

も
、
津
に
滞
在
し
て
蘿
道
か
ら
琴
を
習
っ
た
こ
と
が
、『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
詳

述
さ
れ
て
い
る）

16
（

。

　

な
お
、
鳥
海
は
蘿
道
に
師
事
し
た
後
、
尾
張
藩
医
の
村
井
泰
翁
（
系
譜
の

図 1　琴士の系譜



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
四
三

〈
五
〉）
か
ら
、
さ
ら
な
る
曲
を
習
得
し
た
。
鳥
海
の
経
歴
は
次
節
に
て
取
り

上
げ
る
と
し
て
、
泰
翁
に
至
る
系
譜
を
簡
略
に
辿
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

系
譜
の
〈
三
〉
幸
田
子
泉
（
親
盈
、
一
六
九
二
〜
一
七
五
八
）
は
、
幕
臣

で
暦
算
家
で
あ
り
、
小
野
田
東
川
が
初
学
十
五
曲
を
定
め
る
以
前
の
初
期
の

頃
か
ら
の
弟
子
で
、
数
十
曲
の
曲
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う）

17
（

。

　

系
譜
の
〈
四
〉
児
玉
空
々
（
慎
、
本
姓
は
宿
谷
、
一
七
三
五
〜
一
八
一
二
）

は
、
田
安
徳
川
家
の
家
臣
で
あ
り
、
子
泉
か
ら
琴
を
学
び
、
子
泉
所
持
の
琴

譜
・
琴
書
も
譲
り
受
け
た
。
ま
た
空
々
は
幼
時
、
荻
生
徂
徠
の
弟
で
あ
る
荻

生
北
渓
（
一
六
七
三
〜
一
七
五
四
）
に
就
学
し
た
と
い
う
縁
か
ら
か
、
あ
る

い
は
子
泉
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
徂
徠
に
よ
る
琴
の
古
楽
譜

復
元
研
究
の
書
（
後
掲
の
徂
徠
編
著
『
幽
蘭
譜 
附
琴
左
右
手
法
・
琴
手
法

図
・
調
琴
法
』、
徂
徠
著
『
幽
蘭
譜
抄
』、
物
観
（
荻
生
北
渓
）
校
正
『
幽
蘭

譜
』）
を
全
て
手
写
し
て
所
持
す
る
な
ど
、
徂
徠
の
琴
学
（
後
述
）
を
受
け
継

い
だ
面
も
窺
え
る）

18
（

。
空
々
は
琴
社
を
結
び
、
百
余
名
も
の
琴
弟
子
を
輩
出
し

た
が
、
前
述
の
村
井
泰
翁
（
一
七
七
二
〜
一
八
五
五
）
は
、
空
々
琴
社
の
一

員
で
あ
っ
た）

19
（

。
泰
翁
は
、
江
戸
の
藩
邸
滞
在
時
に
、
空
々
か
ら
二
十
八
曲
を

伝
授
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
系
譜
﹇
二
﹈
か
ら
﹇
四
﹈
の
永
田
蘿
道
へ
と

伝
え
ら
れ
た
十
五
曲
及
び
「
漁
樵
問
答
」
以
外
の
曲
も
含
ま
れ
て
お
り
、
鳥

海
は
、
そ
れ
ら
の
曲
を
、
尾
張
の
泰
翁
を
訪
ね
て
学
ん
だ
と
い
う）

20
（

。

　

鳥
海
琴
門
で
は
、
蘿
道
所
伝
の
曲
を
「
伊
勢
伝
」「
勢
伝
」
と
、
泰
翁
所
伝

の
曲
を
「
尾
張
伝
」「
張
伝
」
と
呼
ぶ）
21
（

。
当
時
、
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
て
い

た
東
皐
心
越
の
伝
が
、
鳥
海
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
両
伝
が
、
東

に
も
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
荻
生
徂
徠
の
琴
学

　

琴
楽
が
再
興
し
始
め
た
時
期
に
、
荻
生
徂
徠
は
琴
の
研
究
を
行
っ
て
『
琴

学
大
意
抄
』『
幽
蘭
譜
抄
』
等
を
著
し
た
。
ま
た
、
自
ら
弾
琴
を
楽
し
ん
で
い

た
こ
と
も
、
そ
の
書
簡
や
詩
文
か
ら
窺
え
る）

22
（

。
た
だ
し
、
琴
の
実
技
を
誰
に

習
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
か
は
、
徂
徠
自
身
が
語
っ
て
お
ら
ず
、

不
詳
で
あ
る
。
徂
徠
所
蔵
の
琴
を
め
ぐ
っ
て
、
東
皐
心
越
と
接
触
が
あ
っ
た

と
い
う
逸
話
が
残
る
が）

23
（

、
そ
の
真
偽
は
不
明
で
あ
り
、
当
時
の
江
戸
に
お
け

る
琴
壇
の
状
況
か
ら
鑑
み
て
、
徂
徠
は
心
越
琴
系
の
小
野
田
東
川
あ
た
り
か

ら
琴
の
教
示
を
受
け
た
と
み
る
の
が
、
先
学
に
よ
る
大
方
の
見
解
で
あ
る）

24
（

。

　

な
お
、
東
川
は
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）、
徳
川
第
八
代
将
軍
吉
宗
に

よ
る
官
命
を
受
け
、
日
本
の
雅
楽
の
管
絃
に
琴
を
編
入
す
る
た
め
の
、
雅
楽

曲
の
琴
譜
化
に
携
わ
っ
た
が）

25
（

、
そ
の
際
、
陰
な
が
ら
東
川
を
助
け
て
琴
譜
化

の
方
法
を
討
論
し
た
の
は
、
徂
徠
門
弟
の
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
〜
一
七
四

七
）
で
あ
っ
た
ら
し
き
こ
と
が
、
松
崎
惟
時
著
「
春
台
先
生
行
状
」
か
ら
窺

え
る
。
行
状
に
は
ま
た
、
春
台
は
も
と
よ
り
東
川
と
親
し
か
っ
た
と
あ
り）

26
（

、

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
徂
徠
が
東
川
か
ら
間
接
的
に
あ
る
い
は
直
接
、
心
越
所

伝
の
琴
楽
を
学
ん
だ
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
徂
徠
の
琴
に
対
す
る
関
心
は
、
当
時
、
心
越
の
琴
系
が
伝
え
た

よ
う
な
琴
曲
、
琴
譜
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、「
近
來
明
朝
ヨ
リ
渡
リ
候
琴



一
四
四

ハ
、
用
ニ
立
不
申
候
。」）

27
（

と
述
べ
、
専
ら
、
中
国
古
代
先
王
の
雅
正
な
る
楽
、

周
・
漢
の
古
楽
の
遺
音
を
求
め
て
、
日
本
に
伝
存
す
る
琴
の
古
楽
譜
『
碣
石

調
幽
蘭
第
五
』（
以
下
『
幽
蘭
』
と
略
記
）
の
解
読
と
復
元
研
究
に
力
を
注
い

だ
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
『
幽
蘭
』
と
は
、
六
朝
期
か
ら
隋
代
に
演
奏
、
伝
承
さ
れ
て
い
た
琴

曲
を
文
字
に
よ
っ
て
記
譜
し
た
唐
代
の
写
本
で
、
現
存
す
る
最
古
の
琴
譜
で

あ
る
（
現
在
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
﹇T

B1393

﹈、
国
宝
）。
当
時
、
楽
家
が

所
蔵
し
て
い
た
、
こ
の
琴
譜
の
価
値
を
見
出
し
た
徂
徠
は
、
共
に
蔵
さ
れ
て

い
た
琴
の
古
指
法
書
『
琴
用
指
法
』
を
参
照
し
て
解
読
で
き
る
よ
う
に
、
両

書
の
内
容
を
併
せ
て
一
冊
に
編
著
し
た
（『
幽
蘭
譜 

附
琴
左
右
手
法
・
琴
手

法
図
・
調
琴
法
』）。
さ
ら
に
、
そ
の
調
絃
法
を
検
討
し
、
解
読
・
復
元
し
た

内
容
を
詳
細
に
『
幽
蘭
譜
抄
』
に
著
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
徂
徠
の
解
読

と
復
元
方
法
に
よ
っ
て
『
幽
蘭
』
の
譜
を
改
編
し
、
弟
の
荻
生
北
渓
が
校
正

を
加
え
た
と
思
し
き
譜
本
（
物
観
（
荻
生
北
渓
）
校
正
『
幽
蘭
譜
』）
も
存
す

る）
28
（

。

　

ま
た
徂
徠
は
、『
幽
蘭
』
研
究
の
ほ
か
に
も
、
琴
に
関
し
て
は
、
そ
の
楽

律
、
特
に
琴
調
（
調
絃
法
と
そ
の
調
子
）
に
つ
い
て
考
究
し
た
。
そ
し
て
、

古
の
周
・
漢
の
調
の
規
定
が
琴
調
に
遺
存
す
る
と
い
う
見
解
に
至
っ
た
こ
と

が
、『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』
な
ど
の
著
作
か
ら
知
ら
れ
る
。
徂
徠
の
琴
の
専

著
『
琴
学
大
意
抄
』
は
、
前
半
部
に
、
琴
の
歴
史
や
構
造
な
ど
を
解
説
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
後
半
部
は
、
琴
調
に
関
す
る
説
明
と
自
身
の
見
解
、
及
び

『
幽
蘭
』
の
解
読
と
復
元
に
関
わ
る
調
絃
や
古
指
法
の
解
釈
を
載
せ
て
お
り
、

『
幽
蘭
』
復
元
に
よ
る
古
の
琴
曲
再
興
へ
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）

29
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
に
と
っ
て
の
琴
と
は
、
古
楽
の
探
求
と
再
興
を
目
指

し
た
楽
理
研
究
と
い
う
側
面
が
強
く
、
そ
の
頃
、
広
く
行
わ
れ
始
め
て
い
た

心
越
の
琴
系
と
は
、
方
向
性
が
異
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
徂
徠
の
『
琴
学
大
意
抄
』
は
、
そ
の
後
、
心
越
琴
系
を
含
む

琴
士
た
ち
の
必
読
の
琴
書
と
し
て
転
写
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
、
現
存
す
る
多

く
の
写
本
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
に
『
東
皐
琴
譜
』
の
入
門
版

と
し
て
刊
行
さ
れ
、
泊
園
文
庫
も
蔵
す
る
『
琴
学
入
門
』（
後
述
）
は
、
徂
徠

の
『
琴
学
大
意
抄
』
を
多
く
引
用
し
て
お
り
、『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
挙
げ
る
琴

学
の
書
に
も
、『
琴
学
大
意
抄
』
が
含
ま
れ
て
い
る）

30
（

。

　

一
方
、
徂
徠
の
『
幽
蘭
』
復
元
研
究
の
書
は
、
伝
本
の
状
況
か
ら
推
し
て
、

『
琴
学
大
意
抄
』
ほ
ど
は
流
布
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
泊
園
文
庫
に

は
、『
幽
蘭
譜
抄
』
が
『
琴
学
大
意
抄
』
と
共
に
蔵
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。

東

は
心
越
琴
系
の
正
統
で
あ
る
が
、
徂
徠
学
を
遵
奉
す
る
者
と
し
て
、『
琴

学
大
意
抄
』
だ
け
で
な
く
、『
幽
蘭
譜
抄
』
も
併
せ
て
講
読
し
、
徂
徠
の
琴
学

を
学
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二
、
東

の
琴
の
師
と
そ
の
琴
社
の
人
々

（
一
）
東

の
師
、
鳥
海
雪
堂

　

東

の
琴
の
師
、
鳥
海
雪
堂
（
名
は
痴
仙
、
恵
源
、
一
七
八
二
〜
一
八
五

三
）
は
、
庄
内
の
人
で
、
鳥
海
山
麓
に
あ
る
願
専
寺
（
真
宗
）
の
住
職
で
あ

っ
た
が
、
寺
を
出
て
西
歴
し
、
文
化
末
年
あ
る
い
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
四
五

頃
か
ら
大
阪
に
三
十
余
年
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
か
ら
江
戸
に
四
年
、

諸
所
に
寄
寓
し
な
が
ら
琴
と
書
法
を
教
え
た
人
で
あ
る
。
人
と
な
り
は
寡
欲

で
、
琴
と
書
を
善
く
し
た
ほ
か
、
和
算
、
兵
学
を
修
め
た
と
い
う
。

　

鳥
海
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
頃
、
長
崎
に
遊
学
し
た
折
、
永
田
蘿

道
の
琴
門
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
光
永
寺
の
蓮
生
院
日
蔵
上
人
か
ら
弾
琴

を
習
っ
た
。
そ
の
後
、
上
人
の
勧
め
で
伊
勢
に
行
き
、
蘿
道
か
ら
教
え
を
受

け
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
五
月
に
帰
阪
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
小
野
田

東
川
選
十
五
曲
と
秘
曲
「
漁
樵
問
答
」
ま
で
を
習
得
し
た
鳥
海
で
あ
っ
た
が
、

後
に
ま
た
尾
張
に
も
赴
き
、
先
述
の
と
お
り
、
村
井
泰
翁
か
ら
別
曲
（『
談

琴
』
に
よ
る
と
十
八
曲
）
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う）

31
（

。

　

さ
て
、
泊
園
文
庫
所
蔵
の
資
料
に
も
、
鳥
海
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
が

見
え
る
。
東

自
筆
稿
本
『
東

文
稿
』
第
五
冊
﹇LH

2*甲
*7

﹈
の
第
一
丁

に
は
、
鳥
海
に
関
す
る
覚
書
が
見
え
、
藤
澤
南
岳
自
筆
『
芳
号
九
流
』﹇LH

2*

甲
*72

﹈
に
は
、「
鳥
海
、
名
惠
源
、
奧
州
人
。
棄
世
爲
僧
。
善
書
法
及
琴
、
琴

傳
自
心
越
禪
師
。
住
于
海
老
江
村
南
桂
寺
、
後
東
歸
。
嘉
永
六
年
六
月
沒
、

年
七
十
二
。」（
鳥
海
、
名
は
恵
源
、
奥
州
の
人
。
世
を
棄
て
僧
侶
と
な
る
。

書
法
と
琴
を
善
く
し
、
琴
は
東
皐
心
越
禅
師
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

海
老
江
村
の
南
桂
寺
に
住
し
、
後
に
東
の
地
に
戻
る
。
嘉
永
六
年
六
月
、
七

十
二
歳
に
て
亡
く
な
る
。）
と
あ
る）

32
（

。

　

大
阪
に
お
け
る
鳥
海
の
琴
の
門
人
は
、「
數
十
百
人
の
多
き
を
致
し
」
と
伝

え
ら
れ
る）

33
（

。
そ
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
交
友
関
係
は
広
く
、
特
に
早
く
か

ら
大
変
親
し
か
っ
た
の
は
、
当
時
、
貫
名
海
屋
ら
知
名
の
士
と
多
く
交
流
し

援
助
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
泉
州
境
の
旧
家
の
古
家
殷
阜
（
知
足
堂
）
で

あ
っ
た
。
殷
阜
の
子
も
孫
も
鳥
海
か
ら
詩
文
を
学
び
、
鳥
海
が
東
帰
し
た
後

は
、
江
戸
日
本
橋
の
古
家
氏
分
家
が
、
最
期
ま
で
よ
く
世
話
を
し
た
と
い
う）

34
（

。

な
お
、
前
述
の
貫
名
海
屋
（
菘
翁
、
一
七
七
八
〜
一
八
六
三
）
は
書
家
と
し

て
知
ら
れ
る
人
で
あ
る
が
、
琴
壇
と
の
つ
な
が
り
も
あ
り
、
当
時
刊
行
さ
れ

た
『
東
皐
琴
譜
』（
本
稿
第
三
節
に
後
掲
の
泊
園
文
庫
蔵
①
『
琴
譜
』
三
巻
三

冊
）
に
序
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
太
田
剛
氏
に
よ
る
と
、
海
屋
は
東

の

友
人
で
も
あ
っ
た
と
い
う）

35
（

。

　

さ
て
、
鳥
海
は
江
戸
に
お
い
て
は
、
大
阪
在
住
時
か
ら
の
琴
弟
子
で
あ
っ

た
郷
里
庄
内
松
山
藩
の
公
子
（
の
ち
旗
本
甲
斐
庄
氏
養
嗣
子
）
甲
斐
庄
正
誼

（
？
〜
一
八
七
三
）、
及
び
旗
本
松
平
采
女
正
忠
愛
の
邸
に
寄
寓
し
、
こ
の
二

名
を
含
む
数
名
の
高
禄
旗
本
と
、
幕
府
御
鷹
匠
同
心
の
片
山
賢
（
一
七
九
六

〜
一
八
五
三
）、
渡
辺
崋
山
に
学
び
「
崋
山
四
天
王
」
の
一
人
と
称
さ
れ
た
旗

本
用
人
の
井
上
竹
逸
（
後
述
）
ら
、
お
よ
そ
九
人
に
琴
を
教
え
た
こ
と
が
知

ら
れ
る）

36
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
東

は
い
つ
頃
か
ら
鳥
海
に
琴
を
習
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
水
田
紀
久
氏
は
、（
東

は
）「
す
で
に
先
春
吟
社
を
結
ん
だ
頃

に
は
琴
を
も
嗜
ん
で
い
た
ら
し
く
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
、
極
月
十
日

天
保
と
改
元
）
秋
冬
の
交
に
は
、
か
の
無
弦
の
琴
を
撫
弄
し
た
と
い
う
五
柳

先
生
陶
淵
明
よ
ろ
し
く
、「
新
居
」
と
題
し
、「
新
た
に
卜
し
衛
門
に
対
へ
ば
、

車
馬
の
喧
し
き
を
嫌
わ
ず
。
左
琴
右
書
の
際
は
、
自
ら
是
れ
別
乾
坤
。」
の
五

絶
を
詠
ん
で
い
る
（『
先
春
社
唫
稿
』
巻
一
）。
転
句
は
た
だ
の
比
喩
で
は
あ



一
四
六

る
ま
い
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る）

37
（

。
鳥
海
が
、
伊
勢
の
永
田
蘿
道
か
ら
秘
曲
ま

で
伝
授
さ
れ
、
帰
阪
し
た
の
は
文
政
八
年
五
月
で
あ
り
、
東

が
大
阪
に
住

ま
い
を
定
め
塾
を
開
い
た
の
も
、
同
年
の
こ
と
で
あ
る
。
最
も
早
け
れ
ば
、

こ
の
年
に
東

が
鳥
海
の
琴
門
に
入
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
右
の
水
田

氏
の
指
摘
を
併
せ
る
と
、
文
政
年
間
中
か
ら
、
東

は
三
十
代
で
す
で
に
鳥

海
か
ら
弾
琴
を
習
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
な
お
、
一
つ
付
け
加
え
る
と
、

鳥
海
は
、
東

の
高
松
に
お
け
る
幼
少
期
か
ら
の
儒
学
の
師
、
中
山
城
山
（
一

七
六
三
〜
一
八
三
七
）
と
も
面
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る）

38
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
比
較
的
早
く
か
ら
鳥
海
の
琴
門
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る
東

は
、
そ
の
多
く
の
門
人
の
中
で
も
よ
く
学
び
、
多
く
の
曲
を
習
得
し
た
よ

う
で
あ
る
。『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
は
、
弟
子
の
中
で
伊
勢
伝
と
尾
張
伝
の
両
方

の
曲
を
皆
伝
し
た
二
名
の
う
ち
の
筆
頭
に
、
東

の
名
が
見
え
、「
藤
澤
東

、
妻
鹿
友
樵
の
二
人
尤
も
著
は
れ
」（
友
樵
に
つ
い
て
は
後
述
）
と
伝
え
ら

れ
る）

39
（

。

　

ま
た
、
鳥
海
が
江
戸
に
転
居
し
た
後
も
、
交
流
は
続
い
て
お
り
、
嘉
永
四

年
（
一
八
五
一
）、
鳥
海
七
十
歳
の
賀
筵
が
上
野
不
忍
で
開
か
れ
た
際
、
東

は
次
の
よ
う
な
七
絶
を
贈
っ
た
。

黃
庭
內
景
本
精
硏　

不
特
峨
洋
禁
世
緣

矯
首
如
今
遙
想
見　

琴
心
三
疊
舞
胎
僊

雪
堂
和
尙
七
十
矣
、
開
壽
筵
於
江
都
僑
居
、
賦
以
薦
之
。

 

藤
澤
甫
頓
首）

40
（

。

（
鳥
海
雪
堂
和
尚
は
『
黄
庭
内
景
』
を
、
も
と
よ
り
詳
し
く
研
究
さ
れ
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
峨
峨
」「
洋
洋
」
た
る
（
琴
曲
「
高
山
」「
流
水
」

と
「
知
音
」
の
故
事
に
ま
つ
わ
る
）
琴
楽
を
楽
し
み
、
世
俗
と
の
縁
を

控
え
て
お
ら
れ
た
。
こ
う
べ
を
挙
げ
て
、
今
、
遥
か
に
和
尚
の
こ
と
を

思
う
。『
黄
庭
内
景
』
に
「
琴
に
よ
っ
て
和
や
か
な
心
を
積
み
重
ね
る

と
、
鶴
が
舞
う
。」
と
あ
る
。
だ
か
ら
和
尚
は
長
寿
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

だ
。

　

雪
堂
和
尚
七
十
歳
、
江
戸
の
僑
居
で
長
寿
の
祝
宴
を
開
く
の
に
あ
わ

せ
、
詩
を
賦
し
て
こ
れ
を
お
贈
り
す
る
。
藤
沢
甫
頓
首
。）

（
二
）
東

の
琴
同
門
の
人
々

　

以
下
は
、
鳥
海
琴
門
の
人
々
か
ら
、
東

と
親
交
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

人
を
挙
げ
、
琴
を
通
じ
た
東

の
交
遊
関
係
の
一
面
を
窺
う
こ
と
と
す
る
。

○
阿
部
縑
洲

　

東

の
同
郷
の
知
友
で
、
篆
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
る
阿
部
縑
洲
（
良
山
堂
、

一
七
九
三
〜
一
八
六
二
）
は
、
東

と
共
に
鳥
海
の
琴
の
門
人
で
あ
っ
た
。

よ
く
学
び
、
秘
曲
「
漁
樵
問
答
」
ま
で
伝
受
し
た
が
、
後
年
、
稽
古
を
怠
り
、

曲
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
鳥
海
が
い
つ
も
用
い
て
い
た
「
雪

堂
」
の
印
は
、
縑
洲
が
刻
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
、『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
述
べ

る）
41
（

。
○
十
河
節
堂

　

東

の
同
郷
で
且
つ
妹
婿
に
当
た
る
篆
刻
家
の
十
河
節
堂
（
一
七
九
九
〜

一
八
六
八
）
も
、
鳥
海
門
下
で
琴
を
習
っ
た
一
人
で
あ
る
。
縑
洲
、
東

に



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
四
七

続
い
て
大
阪
に
出
た
節
堂
は）

42
（

、
お
そ
ら
く
東

の
勧
め
で
、
琴
を
学
び
始
め

た
も
の
と
推
測
す
る
。

　

泊
園
文
庫
に
は
、
鳥
海
が
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
自
ら
書
写
し
て

節
堂
に
与
え
た
琴
譜
（
本
稿
次
節
に
取
り
上
げ
る
②
『
明
東
皐
禅
師
琴
譜
』

写
一
帖
）
が
存
す
る
が
、
こ
の
琴
譜
の
巻
末
に
は
、
節
堂
の
七
律
と
五
絶
各

一
首
か
ら
な
る
識
語
（「
只
事
小
刀
伎
倆
工
、
自
憐
碌
々
寓
塵
中
。
篆
隷
纔
探

前
賢
跡
、
詩
賦
未
窺
古
哲
風
。
七
卷
編
書
無
世
益
、
萬
章
鑄
印
有
身
窮
。
學

琴
奧
祕
何
必
極
、
敢
養
精
神
百
病
空
。」「
我
有
一
張
琴
、
鼓
々
淸
風
起
。
平

生
樂
雅
音
、
擁
移
翠
竹
裏
。」）
と
印
記
（「
三
竹
」「
存
樵
」「
節
堂
」）
が
見

え
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
は
、「
大
古
淸
音
系
記
」
と
題
す
る
琴
の
師
承
系
図

が
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）

43
（

。

　

右
の
「
杉
浦
雲
州
侯
」
は
杉
浦
出
雲
守
琴
川
、「
僧
梅
嶽
」「
僧
空
々
」「
僧

泰
翁
」
は
「
僧
」
と
冠
す
る
こ
と
が
不
詳
だ
が
、
杉
浦
梅
岳
、
児
玉
空
々
、

村
井
泰
翁
で
あ
る
。
各
人
物
の
詳
細
は
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

注
目
し
た
い
の
は
、
右
図
の
東

か
ら
節
堂
の
と
こ
ろ
に
、
師
承
関
係
を
示

す
線
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
節
堂
は
鳥
海
に
師

事
す
る
前
に
、
東

か
ら
弾
琴
を
習
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

節
堂
も
、
熱
心
に
琴
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
よ
る

と
、
鳥
海
が
江
戸
に
下
っ
た
後
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
頃
に
同
じ
く
江

戸
に
居
を
移
し
た
節
堂
は
、
引
き
続
き
琴
を
習
い
に
鳥
海
の
寓
居
に
通
っ
て

い
た
と
い
う）

44
（

。

○
野
村
香
雪

　

野
村
香
雪
（
生
卒
年
不
明
）
は
、
鳥
海
琴
門
に
お
け
る
東

の
琴
友
で
あ

る
。
南
岳
自
筆
『
芳
号
九
流
』
に
は
、「
香
雪
、
野
村
蓀
、
字
素
蕙
、
稱
次
郞

左
衞
門
。
愛
古
書
畫
、
玩
器
、
善
書
及
琴
。」（
香
雪
、
野
村
蓀
、
字
は
素
蕙
、

次
郎
左
衛
門
と
称
す
る
。
古
書
画
、
骨
董
を
愛
好
し
、
書
と
琴
を
善
く
す
る
。）

と
記
す
。『
鳥
海
翁
琴
話
』
及
び
東

が
著
し
た
「
江
月
琴
記
」
に
よ
る
と
、

香
雪
（
乾
一
郎
）
は
大
阪
の
銅
座
役
人
で
、
家
は
富
裕
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
、
泉
佐
野
の
豪
商
、
食
野
左
太
郎
か
ら
、
黄
檗

僧
竺
庵
が
将
来
し
た
唐
の
高
宗
の
代
の
も
の
と
い
う
琴
を
購
入
し
、「
江
月
」

と
名
付
け
て
愛
玩
し
た
と
い
う）

45
（

。
こ
の
「
江
月
琴
」
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に

開
国
論
を
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
佐
久
間
象
山
（
一
八
一
一
〜
一
八
六
四
）

も
「
琴
記
」
を
著
し
て
い
る
。
な
お
、
香
雪
は
、
尊
攘
派
の
漢
詩
人
、
梁
川

星
巌
（
一
七
八
九
〜
一
八
五
八
）
と
親
し
く
、
星
巌
の
紹
介
で
、
象
山
は
香

雪
と
知
り
合
っ
た
と
、
そ
の
「
琴
記
」
に
記
す）

46
（

。
象
山
、
星
巌
と
も
に
琴
士

で
あ
る
。

　

香
雪
は
、
弾
琴
に
つ
い
て
は
秘
曲
「
漁
樵
問
答
」
ま
で
習
得
し
た
が
、
阿

部
縑
洲
と
同
じ
く
、
後
に
稽
古
を
怠
り
、
弾
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い



一
四
八

う）
47
（

。
ま
た
、
江
戸
期
の
琴
士
に
は
、
琴
の
製
作
（

琴
）
を
行
っ
た
者
が
少

な
く
な
い
が
、
香
雪
は
唐
招
提
寺
東
塔
の
遺
材
を
入
手
し
、
江
月
琴
を
模
し

た
琴
を
作
っ
た
こ
と
が
、
故
林
謙
三
氏
の
論
考
及
び
同
氏
所
蔵
の
当
該
模
琴

か
ら
知
ら
れ
る）

48
（

。
な
お
、
師
の
鳥
海
が
同
じ
く
唐
招
提
寺
遺
材
に
よ
っ
て
作

製
し
た
琴
も
、
願
専
寺
な
ど
に
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら）

49
（

、
鳥
海
門
下
で
は
、

弾
琴
だ
け
で
な
く

琴
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

○
古
岳
幽
真

　

紀
州
の
僧
で
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
古
岳
幽
真
（
一
八
一
二
〜
一
八
七

六
）
は
、
鳥
海
門
下
の
皆
伝
弟
子
と
の
記
録
が
見
え
（
た
だ
し
伊
勢
伝
・
尾

張
伝
の
両
派
皆
伝
か
否
か
不
明
））

50
（

、
東

の
琴
友
で
あ
っ
た
。
東

は
、
古
岳

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

高
野
古
岳
上
人
讀
書
賦
詩
、
頗
有
風
致
。
嘗
與
予
同
從
雪
堂
和
尙
、
受

琴
曲
、
練
磨
數
年
至
妙
境
。
上
人
藏
古
琴
一
張
、
明
人
張
季
脩
所

、

出
入
起
居
、
不
須
臾
離
側
。
蓋
有
虞
氏

南
薰
操
、
孔
夫
子
學
文
王
操
、

於
傳
有
之
。
而
上
人
之
琴
、
其
背
有
銘
、
曰
藏
密
、
是
取
諸
易
傳
、
亦

聖
語
也
。
今
上
人
耽
琴
曲
、
而
特
愛
藏
密
。
似
有
志
於
古
聖
人
之
道
者
。

野
山
有
律
、
節
誦
梵
之
外
、
固
禁
用
聲
音
。
乃
謂
上
人
犯
律
而
逐
之
。

上
人
負
古
琴
出
野
山
、
結
廬
于
藤
崎
山
中
、
朝
夕
與
松
風
相
和
。
或
曰
、

不
問
雅
俗
、
槪
禁
聲
音
、
野
山
之
律
酷
矣
。
予
則
憾
野
山
不
律
更
加
酷
、

使
上
人
去
浮
屠
氏
也
已）

51
（

。

（
高
野
山
の
古
岳
上
人
は
、
学
問
賦
詩
に
お
い
て
た
い
へ
ん
風
情
の
あ
る

人
で
あ
る
。
以
前
、
私
と
共
に
鳥
海
雪
堂
和
尚
か
ら
琴
曲
を
伝
授
さ
れ
、

数
年
錬
磨
し
て
妙
境
に
至
っ
た
。
古
岳
上
人
は
古
琴
を
一
張
所
蔵
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
明
の
張
季
脩）

52
（

が
作
製
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
常
の
ど

ん
な
時
も
、
片
時
も
自
身
の
側
か
ら
離
す
こ
と
が
な
い
。
蓋
し
、
舜
は

琴
で
「
南
薫
操
」
を
奏
し
、
孔
子
は
琴
曲
「
文
王
操
」
を
習
っ
た
と
文

献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
人
の
琴
に
は
、
そ
の
背
に
銘
が

あ
り
、「
蔵
密
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
易
の
伝
か
ら
取
っ
た
語

で
あ
り）

53
（

、
聖
人
の
言
葉
で
あ
る
。
今
、
上
人
は
琴
曲
に
没
頭
し
、
さ
ら

に
「
蔵
密
」
琴
を
格
別
に
愛
玩
し
て
い
る
。
そ
れ
は
古
の
聖
人
の
道
を

志
し
て
い
る
よ
う
だ
。
高
野
山
に
は
戒
律
が
あ
り
、
誦
経
と
梵
唄
以
外

を
節
制
し
、
声
音
（
音
楽
）
を
用
い
る
こ
と
は
、
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
上
人
が
戒
律
を
犯
し
た
た
め
に
、
追
放
し
た
の
で
あ

る
。
上
人
は
古
琴
を
背
負
っ
て
高
野
山
を
出
て
、
藤
崎
山
中
に
廬い

お
りを
結

び
、
朝
な
夕
な
に
（
琴
を
弾
じ
て
）
松
風）

54
（

と
相
和
し
て
い
る
。
あ
る
人

が
言
う
に
は
、
雅
俗
を
問
わ
ず
、
一
律
に
音
楽
を
禁
ず
る
と
は
、
高
野

山
の
戒
律
は
厳
し
い
も
の
だ
と
。
私
は
、
高
野
山
で
は
（
音
楽
を
禁
ず

る
と
い
う
戒
律
が
た
だ
で
さ
え
厳
し
い
の
に
）、
戒
律
を
破
る
と
更
に
厳

し
さ
を
加
え
ら
れ
、
上
人
を
仏
門
か
ら
去
ら
せ
た
こ
と
を
、
残
念
に
思

う
ば
か
り
だ
。）

　

琴
に
専
心
す
る
あ
ま
り
高
野
山
を
出
た
古
岳
が
、
藤
崎
に
庵
を
結
ん
だ
の

は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
頃
で
あ
り）

55
（

、「
翠
山
琴
房
」
と
も
称
さ
れ
た
そ



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
四
九

の
庵
に
は
、
東

の
友
人
で
勤
皇
派
の
儒
学
者
、
森
田
節
斎
（
一
八
一
一
〜

一
八
六
八
）
も
訪
れ
た
こ
と
が
、『
節
斎
遺
稿
』
の
「
古
岳
庵
記
」
か
ら
知
ら

れ
る）

56
（

。

○
妻
鹿
友
樵

　

十
代
の
青
年
期
か
ら
鳥
海
に
琴
と
書
を
習
い
、
後
に
「
浪
華
の
大
隠
」
と

称
さ
れ
た
医
家
、
妻
鹿
友
樵
（
の
ち
友
蕘
、
一
八
二
六
〜
一
八
九
六
）
は）

57
（

、

東

の
親
し
い
琴
友
で
あ
る
。
東

よ
り
三
十
二
歳
年
少
で
あ
っ
た
友
樵
は
、

東

の
長
子
、
藤
澤
南
岳
（
一
八
四
二
〜
一
九
一
〇
）
の
大
変
親
し
い
友
人

で
も
あ
り
、
東

亡
き
後
も
、
生
涯
を
通
じ
て
藤
澤
家
と
親
密
に
交
流
し
た

こ
と
が
、『
妻
鹿
友
樵
伝
』
の
「
藤
澤
家
」
の
章
（
三
四
五
〜
三
四
八
頁
）
か

ら
知
ら
れ
る）

58
（

。
同
書
に
よ
る
と
、
正
月
に
は
必
ず
南
岳
が
友
樵
宅
に
年
賀
に

訪
れ
、
頻
繁
に
漢
詩
の
応
酬
を
し
、
度
々
棋
（
囲
碁
）
を
囲
み
、
藤
澤
家
の

（
泊
園
書
院
の
）
釈
奠
の
儀
式
の
際
に
は
、
友
樵
が
琴
の
演
奏
を
行
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
長
谷
部
剛
「
藤
澤
南
岳
と
明
治
大
阪
詩
壇
（
一
）
―
妻
鹿
友
樵

の
漢
詩
へ
の
添
削
に
つ
い
て
」（『
泊
園
』
第
五
四
号
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ

る
と
、「
友
樵
は
南
岳
よ
り
十
六
歳
年
長
で
あ
っ
た
が
、
漢
詩
に
お
い
て
は
一

貫
し
て
南
岳
を
「
詞
宗
」
と
し
て
敬
い
指
導
を
請
う
た
。」（
一
四
六
頁
）
と

い
う
。
友
樵
の
著
書
の
跋
文
や
、
詩
集
二
冊
の
序
文
は
南
岳
が
記
し
て
お
り
、

友
樵
の
墓
碑
も
南
岳
の
撰
文
で
あ
る
。
そ
の
墓
碑
文
に
は
、
友
樵
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
性
好
讀
書
、
所
善
技
藝
、
詩
文
書
畫
、
品
稱
妙
逸
、
弓
劍
拳
法
、

術
詣
奧
祕
。
又
弄
琴
棋
以
自
娛
、
於
琴
最
邃
。
與
先
子
同
學
于
鳥
海
師
、

余
幼
侍
坐
聽
之
。
余
已
長
、
接
以
父
執
之
禮
、
乃
不
敢
當
、
遂
推
余
爲

可
交
、
稱
忘
年
友）

59
（

。
…
…

（（
友
蕘
（
友
樵
）
先
生
は
）
生
ま
れ
な
が
ら
学
問
を
好
み
、
技
芸
に
優

れ
、
詩
文
書
画
の
品
位
は
妙
逸
と
称
え
ら
れ
、
弓
剣
拳
法
の
術
は
奥
義

を
究
め
て
い
た
。
ま
た
琴
（
七
絃
琴
）
と
棋
（
囲
碁
）
を
自
ら
の
心
の

楽
し
み
と
し
て
お
ら
れ
、
最
も
深
く
究
め
ら
れ
た
の
が
琴
で
あ
っ
た
。

（
先
生
は
）
我
が
亡
き
父
（
東

）
と
共
に
鳥
海
師
か
ら
琴
を
学
び
、
私

は
幼
少
の
頃
、
側
に
座
し
て
そ
れ
を
聴
い
た
の
で
あ
っ
た
。
私
が
成
長

し
て
か
ら
は
、
先
生
に
対
し
、
父
の
友
人
と
し
て
敬
意
を
も
っ
て
接
し

た
が
、
な
ん
と
先
生
は
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
と
謙
遜
さ
れ
て
、
こ
と
も

あ
ろ
う
か
、
私
を
友
と
し
て
の
資
格
が
あ
る
と
重
ん
じ
て
く
だ
さ
り
、

「
忘
年
の
友
」（
互
い
の
年
齢
の
隔
た
り
を
忘
れ
て
親
し
く
交
際
す
る
友
）

と
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。）

　

二
十
代
初
め
に
し
て
伊
勢
伝
と
尾
張
伝
の
琴
曲
を
全
て
習
得
皆
伝
し
た
友

樵
は
、
後
に
関
西
琴
壇
の
重
鎮
と
な
り
、
数
多
の
琴
弟
を
育
て
た
。
そ
の
門

下
に
は
、
小
畑
松
坡
・
松
雲
、
森
琴
石
、
永
田
聴
泉
、
永
藤
滴
翠
ら
、
泊
園

書
院
と
接
点
が
あ
る
者
が
少
な
く
な
い）

60
（

。

　

な
お
、
前
述
の
野
村
香
雪
所
持
の
江
月
琴
は
、
そ
の
後
、
慶
應
二
年
（
一

八
六
六
）
に
友
樵
の
所
蔵
と
な
っ
た）

61
（

。
前
掲
の
南
岳
撰
墓
碑
文
に
は
、
友
樵

所
持
の
琴
に
つ
い
て
、「
古
琴
七
張
、
其
所
寶
愛
者
三
。
曰
江
月
琴
。
金
徽
玉



一
五
〇

足
、
漆
紋
蛇
腹
、
實
唐
代
遺
物
也
。
曰
寥
天
遊
。
鳥
海
之
師
蘿
道
老
人
之
遺

愛
也
。
曰
霜
天
鈴
鐸
。
明
海
陽
王
所
製
也
。
稱
爲
三
友
云
。」（
古
琴
は
七
張
、

そ
の
う
ち
宝
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
お
ら
れ
た
の
は
三
張
で
あ
る
。（
一
つ
目

の
琴
は
）「
江
月
琴
」
と
称
す
る
。
金
製
の
「
徽
」（
琴
の
表
面
に
埋
め
込
ま

れ
た
十
三
個
の
丸
い
印
）
に
玉
製
の
「
雁
足
」（
裏
面
に
付
い
て
い
る
二
本
の

足
）、（
表
面
に
塗
ら
れ
た
）
漆
に
生
じ
た
断
紋
は
「
蛇
腹
断
」、
実
に
唐
代
の

遺
物
で
あ
る
。（
二
つ
目
は
）「
寥
天
遊
」
と
称
す
る
。
鳥
海
の
琴
の
師
匠
、

永
田
蘿
道
老
人
遺
愛
の
琴
で
あ
る
。（
三
つ
目
は
）「
霜
天
鈴
鐸
」
と
称
す
る
。

明
の
海
陽
王
が
作
製
し
た
琴
で
あ
る
。（
こ
れ
ら
三
張
の
琴
を
）「
三
友
」
と

呼
ん
で
お
ら
れ
た
。）
と
述
べ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
南
岳
は
琴
を
弾
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
の
墓
碑
文
に
述

べ
る
よ
う
に
、
幼
い
頃
か
ら
、
父
東

と
友
樵
が
琴
を
弾
ず
る
の
を
見
て
育

ち
、
琴
に
対
す
る
嗜
み
は
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
現
時
点
で
は
、

南
岳
が
自
ら
弾
琴
を
修
練
し
た
よ
う
な
記
録
は
ま
だ
見
出
せ
な
い
で
い
る）

62
（

。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
南
岳
は
、
友
樵
の
弾
琴
、
及
び
「
弾
琴
の
超
俗

高
雅
な
意
境
が
ど
の
詩
に
も
遍
満
し
て
い
る）

63
（

」
と
評
さ
れ
る
友
樵
の
漢
詩
を

深
く
理
解
し
賞
賛
し
た
、
ま
さ
に
「
知
音
」
と
い
う
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。

〇
そ
の
他

　

東

と
直
接
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
鳥
海
琴
門
に

は
他
に
、
豪
商
加
賀
屋
の
広
岡
登
茂
衛
、
木
綿
問
屋
の
袴
屋
歌
豊
、
京
都
の

詩
人
、
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
た
梅
辻
春
樵
（
一
七
七
六
〜
一
八
五
七
）、
天
文

学
者
間
重
富
の
孫
、
間
剛
之
助
（
重
遠
）
ら
が
い
た）

64
（

。

　

ま
た
、
前
述
し
た
江
戸
に
お
け
る
鳥
海
琴
門
の
一
人
、
井
上
竹
逸
（
一
八

一
四
〜
一
八
八
六
）
は
、
東

が
長
崎
遊
学
時
の
寄
宿
先
で
教
え
た
高
島
秋

帆
（
一
七
九
八
〜
一
八
六
六
）
か
ら
、
砲
術
を
学
ん
だ
人
で
あ
る）

65
（

。
未
詳
だ

が
、
秋
帆
を
介
し
た
接
点
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
こ
こ
に
竹
逸
の
名
を
再

度
挙
げ
て
お
く
。

三
、
東

の
弾
琴
と
琴
学

―
泊
園
文
庫
蔵
琴
譜
・
琴
書
に
基
づ
い
て

　

泊
園
文
庫
に
は
琴
譜
・
琴
書
の
類
が
存
す
る
。
そ
の
う
ち
、.

明
・
清
代
の

叢
書
や
雑
著
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
東

の
琴
楽
（
な
い
し
琴
学
）

に
関
わ
る
琴
譜
・
琴
書
は
、
次
に
挙
げ
る
八
点
で
あ
る）

66
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。

『
東
皐
琴
譜
』
の
類
（
琴
譜
・
琴
譜
集
）

① 

『
琴
譜
』
三
巻 

刊
本
三
冊
﹇LH

2*3.03**98－
1 

〜 3

﹈　

児
島
祺
（
鳳
林
）

校
訂
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
刊
、
題
簽
標
題
「
琴
譜 

上
」「
琴
譜 

中
」

「
琴
譜 

下
」。

② 

『
明
東
皐
禅
師
琴
譜
』
写
本
（
折
本
）
一
帖
﹇LH

2*3.03**97

﹈　

外
題
「
明

東
皐
禅
師
琴
譜
」
内
題
「
東
皐
琴
譜
」、
鳥
海
手
写
本
。

③ 
『
漁
樵
問
答
』
写
本
（
折
本
）
一
帖
﹇LH

2*3.03**100

﹈　

琴
譜
内
題
「
漁

樵
問
答 
商
音
凡
八
段
」、
鳥
海
手
写
本
。

④ 

『
琴
学
入
門
』
刊
本
一
冊
﹇LH

2*3.03**102

﹈　

大
江
玄
甫
編
著
、
天
明
七



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
五
一

年
（
一
七
八
七
）
刊
。

中
国
の
琴
書
・
琴
譜
集

⑤ 
『
琴
経
』
十
四
巻 

写
本
四
冊
（
元
・
享
・
利
・
貞
）﹇LH

2*3.03**95－

1 

〜 4
﹈　

第
一
冊
外
題
「
琴
経 

自
一
至
四 

元
」、（
明
）
張
大
命
編
輯
『
琴

経
』
の
書
写
本
。

⑥ 

『
琴
経
抄
』
写
本
二
冊
﹇LH

2*3.03**96－
1/2

﹈　

外
題
「
琴
経
鈔
緑 

乾
」

「
琴
経
鈔
緑 

坤
」、（
明
）
張
大
命
編
輯
『
琴
経
』
の
抄
録
本
。

⑦ 

（
清
）
程
雄
撰
『
松
風
閣
琴
譜
』
二
巻
（
附
程
雄
撰
『
抒
懐
操
』
一
巻
・
荘

臻
鳳
撰
、
程
雄
改
定
『
松
風
閣
指
法
』
一
巻
） 

刊
本
二
冊
﹇LH
2*3.03**99

－
1/2

﹈　
（
日
本
）
文
粋
堂
蔵
版
刊
。

徂
徠
の
琴
学
書

⑧ 

荻
生
徂
徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』
写
本
二
冊
﹇LH
2*3.03**101－

1/2

﹈　

題

簽
「
琴
学
大
意
抄 

□
」「
琴
学
大
意
抄 

□
」（
□
は
未
読
）、
第
一
冊
は

『
琴
学
大
意
抄
』
を
、
第
二
冊
は
荻
生
徂
徠
著
『
幽
蘭
譜
抄
』
を
書
写
し
た

も
の
。

　

鳥
海
琴
門
に
関
係
す
る
人
々
の
蔵
書
状
況
と
較
べ
る
と
些
か
少
な
く
、
こ

れ
ま
で
に
散
逸
し
た
も
の
も
あ
る
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
右
の
現
存
す
る
資

料
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
手
掛
か
り
に
、
以
下
、
東

が
弾
奏
し
た
曲
目
や

琴
曲
の
内
容
、
そ
の
琴
学
な
ど
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

（
一
）
東

が
弾
奏
し
た
琴
曲

　

前
掲
①
〜
④
は
、
東
皐
心
越
琴
系
が
伝
え
た
曲
の
楽
譜
を
収
め
た
『
東
皐

琴
譜
』
の
類
で
あ
る
。

　

①
『
琴
譜
』
三
巻
三
冊
は
、
四
十
六
曲
（「
調
絃
入
弄
」
を
含
む
）
及
び
手

慣
ら
し
と
調
絃
用
小
曲
「
初
和
・
大
和
・
小
和
」
を
収
め
た
も
の
で
、
心
越

琴
系
第
四
伝
琴
士
の
文
人
画
家
、
浦
上
玉
堂
（
一
七
四
五
〜
一
八
二
〇
）
及

び
永
田
羅
堂
に
師
事
し
た
児
島
鳳
林
（
一
七
七
八
〜
一
八
三
五
）
の
校
訂
、

私
家
版
で
あ
る）

67
（

。
序
文
は
貫
名
海
屋
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
①
泊
園
文
庫
蔵

本
に
は
多
く
の
書
入
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
書
入
の
内
容
と
筆
跡
か
ら
判
断
し

て
、
本
書
は
東

の
手
沢
本
と
思
わ
れ
る）

68
（

。

　

書
入
は
、
ま
ず
目
次
あ
る
い
は
琴
譜
の
曲
目
表
題
に
散
見
し
、
上
巻
で
は

六
つ
の
曲
目
に
「
張
」
と
書
か
れ
、
中
巻
で
は
目
次
に
「
全
卷
十
二
曲
皆
勢

傳
」
と
、
下
巻
で
は
七
つ
の
曲
目
に
「
張
」、
三
つ
の
曲
目
に
「
勢
」
と
記
す

（
図
2
（
次
頁
）
参
照
）。
つ
ま
り
、
上
巻
の
六
曲
と
下
巻
の
七
曲
は
尾
張
伝

で
、
中
巻
の
全
十
二
曲
と
下
巻
の
三
曲
が
伊
勢
伝
の
曲
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
東

は
、
前
述
の
と
お
り
両
伝
を
皆
伝
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
書
入
が
見
え
る
伊
勢
伝
十
五
曲
と
尾
張
伝
十
三
曲
の
各
譜
は
、

東

が
習
得
し
た
曲
で
あ
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

楽
譜
中
に
も
書
入
が
見
ら
れ
る
。『
東
皐
琴
譜
』
を
含
め
、（
お
よ
そ
宋
代

以
降
の
）
通
行
す
る
琴
の
楽
譜
は
、
漢
字
及
び
漢
字
を
略
し
た
記
号
を
組
み

合
わ
せ
た
譜
字
で
、
曲
の
弾
き
方
を
表
記
し
た
も
の
（「
減
字
譜
」
と
称
す

る
）
で
あ
る
。
ま
た
、『
東
皐
琴
譜
』
の
曲
の
ほ
と
ん
ど
は
、
歌
辞
の
あ
る
琴



一
五
二

歌
で
あ
る
た
め
、
減
字
譜
の
譜
字
に
は
歌
辞
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
歌
辞
は
、

唐
音
つ
ま
り
当
時
の
中
国
語
の
発
音
で
歌
い
な
が
ら
奏
す
る
こ
と
か
ら
、
歌

辞
の
傍
ら
に
は
、
さ
ら
に
唐
音
の
発
音
を
片
仮
名
で
添
え
た
も
の
も
多
い
。

本
書
で
は
、
楽
譜
の
譜
字
に
、
訂
正
と
補
足
を
加
え
た
書
入
が
何
箇
所
か
確

認
で
き
、
ま
た
、
唐
音
の
片
仮
名
表
記
に
対
し
て
は
、
か
な
り
多
く
の
訂
正

が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
淸
」
の
「
チ
ン
」
を
「
ツ
イ
ン
」
に
、「
醉
」

の
「
チ
ユ
イ
」
を
「
ツ
イ
」
に
、「
不
」
の
「
ホ
」
を
「
プ
」
に
直
す
、
な
ど

図 2　泊園文庫蔵①『琴譜』より下巻目録

で
あ
る
。（
筆
者
は
、
当
時
の
中
国
語
の
発
音
に
つ
い
て
全
く
の
門
外
漢
で
あ

り
、
訂
正
内
容
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
や
妥
当
性
に
つ
い
て
も
判
断
で
き
な
い

が
―
）
琴
を
習
う
前
の
青
年
期
に
長
崎
で
中
国
語
を
学
ん
だ
東

が
、
こ
の

よ
う
に
、
発
音
表
記
に
書
入
訂
正
を
施
し
た
と
し
て
も
、
特
に
不
思
議
な
こ

と
は
な
く
、
お
そ
ら
く
、
東

が
琴
歌
の
発
音
に
も
長
け
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

②
『
明
東
皐
禅
師
琴
譜
』
折
本
一
帖
は
、
伊
勢
伝
の
小
野
田
東
川
選
初
学

十
五
曲
及
び
「
調
絃
入
弄
」
の
計
十
六
曲
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
3

（
次
頁
）
参
照
）。
巻
末
の
識
語
の
後
に
は
、（
本
稿
前
節
「
十
河
節
堂
」
の
項

で
紹
介
し
た
と
お
り
）
琴
の
師
承
系
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
つ
い
て
は
、
石
濱
純
太
郎
・
水
田
紀
久
「
東

先
生
周
辺
」（
七
〇

〜
七
一
頁
）
に
て
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
と
お
り
、
巻
末
に
、
鳥
海
の
識
語

（「
東
皐
琴

十
五
曲
爲
蘇
甲
氏
錄
。
天
保
十
五
甲
辰
中
秋
。
鳥
海
」）
と
印
記

（「
促
仙
」「
鳥
海
」）、
及
び
十
河
節
堂
の
識
語
と
印
記
（
前
節
「
十
河
節
堂
」

の
項
に
掲
載
）
が
見
え
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
鳥
海
が
自
ら
書
写

し
て
、
節
堂
に
与
え
た
琴
譜
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
本
書
は
、

筆
者
が
他
所
で
実
見
し
た
鳥
海
自
筆
の
琴
書
一
本）

69
（

と
筆
跡
が
酷
似
し
て
お
り
、

そ
の
点
か
ら
も
、
鳥
海
手
写
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

③
『
漁
樵
問
答
』
は
、
②
『
明
東
皐
禅
師
琴
譜
』
と
同
じ
装
丁
の
折
本
一

帖
で
あ
る
。
②
の
筆
跡
、
及
び
前
述
し
た
他
の
鳥
海
自
筆
琴
書
の
筆
跡
と
酷

似
す
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
本
書
も
鳥
海
が
自
ら
手
写
し
た
も
の
と
判
断
す

る
。
そ
の
内
容
は
、
②
に
収
め
る
初
学
十
五
曲
を
皆
伝
し
た
後
に
伝
授
さ
れ



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
五
三

る
秘
曲
「
漁
樵
問
答
」
の
楽
譜
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
譜
の
前
に
は
曲

の
序
文
（
解
題
）
を
載
せ
る
。

　

本
書
は
、
②
と
同
じ
く
鳥
海
が
節
堂
に
与
え
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
鳥
海

が
東

に
書
き
与
え
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鳥
海

の
皆
伝
弟
子
で
あ
り
、
節
堂
に
琴
を
教
え
た
と
み
ら
れ
る
東

は
、
こ
れ
ら

②
と
③
に
収
載
さ
れ
た
曲
は
全
て
習
い
、
歌
い
奏
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
鳥
海
は
弟
子
た
ち
に
、
こ
の
②
③
泊
園
文
庫
蔵
本
と
同
様
の
琴
譜

一
対
を
書
き
与
え
て
教
授
し
て
い
た
よ
う
で
、『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』（
二

六
四
頁
）
に
よ
る
と
、
妻
鹿
友
樵
旧
蔵
の
「
鳥
海
雪
堂
筆
の
初
学
十
五
曲
及

「
漁
樵
問
答
」
を
収
め
た
小
型
折
本
二
冊
」
が
存
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
友

樵
の
琴
弟
で
、
且
つ
南
岳
ら
の
漢
詩
文
の
会
「
逍
遥
遊
社
」
の
一
員
で
あ
っ

た
永
田
聴
泉
（
一
八
七
二
〜
一
九
三
七
）
が
、
②
③
泊
園
文
庫
蔵
本
を
臨
写

及
び
転
写
し
た
も
の
（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
永
田
聴
泉
琴
楽
資
料

『
東
皐
琴
譜 

勢
伝
十
五
曲
・
漁
樵
問
答
』
写
一
冊
﹇Bイ

 3
﹈）
も
存
し
て
お

り
、
②
③
の
一
対
が
転
写
さ
れ
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
③
に
載
せ
る
「
漁
樵
問
答
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
序

文
、
琴
譜
（
歌
辞
を
含
む
）
と
も
に
、
明
の
楊
掄
輯
『
太
古
遺
音
』（
別
称

『
真
伝
正
宗
琴
譜
』）
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
両
者
の
比
較
に
よ

り
明
ら
か
で
あ
る）

70
（

。（
こ
の
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
日
本
江
戸
期
に
心
越
琴
系
の

伊
勢
伝
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
漁
樵
問
答
」
の
曲
が
、
も
と
は
楊
掄
輯
『
太

古
遺
音
』
収
載
の
「
漁
樵
問
答
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
こ
の
曲

は
、
今
日
、
中
国
で
広
く
演
奏
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
漁
樵
問
答
」
の
曲
と
は

図 3　泊園文庫蔵②『明東皐禅師琴譜』より「帰去来辞」



一
五
四

同
名
異
曲
で
あ
る
。）
た
だ
し
、
こ
の
③
泊
園
文
庫
蔵
本
に
は
、
枠
外
に
多
く

の
書
入
が
あ
り
（
図
4
参
照
）、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
読
譜
し
難
い
譜
字
を
わ
か

り
や
す
く
書
き
直
し
た
り
、
さ
ら
に
は
、
本
譜
の
譜
字
を
別
の
譜
字
に
置
き

換
え
、
音
程
や
旋
律
を
別
の
も
の
に
変
え
て
い
る
箇
所
も
見
え
る
。
ま
た
、

前
述
の
聴
泉
転
写
本
に
は
、
そ
れ
ら
枠
外
の
書
入
に
対
し
て
、「
口
授
」
と
書

き
添
え
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
推
す
る
と
、
鳥
海
が
東

を
含
む
弟
子
た
ち

に
、
こ
の
曲
を
伝
授
す
る
際
は
、
本
書
③
の
枠
外
に
書
き
込
ま
れ
た
口
授
を

伴
っ
て
教
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

④
『
琴
学
入
門
』
刊
本
一
冊
は
、
小
野
田
東
川
選
初
学
十
五
曲
中
に
含
ま

れ
る
小
曲
五
曲
を
載
せ
、
そ
れ
ら
の
琴
譜
に
国
字
解
（
漢
字
片
仮
名
交
じ
り

文
に
よ
る
日
本
語
で
の
説
明
）
を
加
え
、
琴
に
関
す
る
図
と
説
明
を
載
せ
た

も
の
で
あ
る
（
図
5
（
次
頁
）
参
照
）。『
東
皐
琴
譜
』
の
入
門
書
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
編
著
者
は
小
野
田
東
川
の
孫
弟
子
に
当
た
る
大
江
玄
甫
（
一

七
二
九
〜
一
七
九
四
）
で
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
刊
本
で
あ
る
（
文

政
十
一
年
に
『
琴
学
入
門
図
解
』
と
し
て
再
刊
）。
こ
の
④
泊
園
文
庫
蔵
本
に

は
書
入
等
が
な
く
、
東

手
沢
本
か
不
明
だ
が
、
本
書
の
刊
行
年
と
流
布
の

状
況
か
ら
し
て
、
東

の
所
蔵
で
あ
っ
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
が
、
泊
園
文
庫
に
蔵
す
る
『
東
皐
琴
譜
』
の
類
の
琴
譜
で
あ
る
。
こ

れ
ら
①
〜
④
の
う
ち
、
鳥
海
手
写
本
②
③
、
及
び
東

手
沢
本
と
思
し
き
①

の
書
入
に
基
づ
い
て
、
東

が
習
得
し
た
琴
曲
の
曲
名
を
ま
と
め
て
次
に
示

し
て
お
く
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
皆
、
歌
辞
を
伴
う
琴
歌
で
あ
る
（〔　

〕
内
は

別
名
）。

図 4　泊園文庫蔵③『漁樵問答』より第六段



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
五
五

伊
勢
伝
の
曲

「
調
絃
入
弄
」、「
滄
浪
歌
」、「
秋
風
辞
」、「
帰
去
来
辞
」、

「
子
夜
呉
歌
」、「
幽
澗
泉
」、「
瑶
芳
引
」〔
梅
花
〕、「
寄
隠
者
」、

「
按
排
曲
」、「
南
薫
操
」〔
南
薫
歌
〕、「
長
相
思
」〔
春
閨
〕、

「
霹
靂
引
」、「
陽
関
三
畳
」、「
倚
蘭
操
」、「
相
思
曲
」〔
憶
別
〕、

「
離
別
難
」〔
送
蔣
馭
庶
遊
建
渓
〕、「
漁
樵
問
答
」

尾
張
伝
の
曲

「
東
風
斉
着
力
」〔
除
夜
〕、「
清
平
楽
」〔
七
夕
〕、「
浪
淘
沙
」〔
懐
旧
〕、

「
久
離
別
」、「
石
交
吟
」、「
小
操
」、「
三
才
引
」、「
大
哉
行
」〔
大
哉

引
〕、「
偶
成
」、「
酔
翁
操
」、「
思
親
引
」、「
鳴
鳳
朝
陽
」、「
熙
春
操
」

〔
扶
桑
操
〕

（
二
）
東

の
琴
学

　

琴
譜
と
は
別
に
、
日
本
の
琴
士
が
よ
く
参
照
し
た
琴
書
に
、
明
の
張
大
命

輯
『
琴
経
』
が
あ
る
（
初
版
は
『
陽
春
堂
琴
経
』、
重
版
は
『
太
古
正
音
琴

経
』
と
も
称
す
る
）。『
琴
経
』
は
、
琴
の
歴
史
、
構
造
、
作
法
、
奏
法
か
ら
、

歴
代
の
名
曲
と
名
琴
、

琴
法
な
ど
の
様
々
な
知
識
を
記
載
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
江
戸
期
書
写
本
が
多
数
存
し
て
お
り
、
よ
っ
て
、
こ
れ
が
当
時

よ
く
転
写
、
流
布
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
東
皐
心
越

が
将
来
し
た
琴
書
類
に
も
『
琴
経
』
は
含
ま
れ
て
お
り）
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、
ま
た
、
荻
生
徂
徠

も
『
琴
学
大
意
抄
』
に
て
、『
琴
経
』
を
引
用
、
参
照
し
た）

72
（

。

　

さ
て
、
泊
園
文
庫
に
は
『
琴
経
』
の
伝
本
が
二
種
存
す
る
。
一
つ
は
、
前

図 5　泊園文庫蔵④『琴学入門』より「放琴案上図」



一
五
六

掲
⑤
『
琴
経
』
写
本
四
冊
で
あ
り
、『
琴
経
』
十
四
巻
を
写
し
た
も
の
で
あ

る
。
随
所
に
訂
正
や
注
記
を
書
入
れ
る
な
ど
、
詳
細
に
書
写
し
た
も
の
と
見

受
け
ら
れ
、
東

の
手
沢
本
で
あ
る
可
能
性
も
窺
え
る
が
、
今
後
全
冊
に
対

す
る
客
観
的
な
調
査
を
経
て
か
ら
、
判
断
を
下
し
た
い
。

　

も
う
一
種
は
、
前
掲
⑥
『
琴
経
抄
』
写
本
二
冊
で
あ
る
。
外
題
に
「
琴
経

鈔
緑
」
と
記
す
よ
う
に
、『
琴
経
』
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
識
語
に
は
、

「
天
籟
（
花
押
）
天
保
八
酉
歲
卯
月
上
旬
冩
于
浪
華
僑
居
」「
天
籟
（
花
押
）

天
保
八
酉
年
四
月
下
旬
冩
于
浪
華
僑
居
」
と
あ
り
、「
蒙
園
蔵
」
と
の
蔵
書
印

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
東

と
親
交
の
あ
っ
た
及
川
天
籟
（
讃
岐
出
身
の
大

阪
の
医
家
））

73
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が
手
写
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
⑥
に
は
、
本
文
と
同
じ
筆
跡
で
、
頭
注
に
、「
甫

曰
、
明
琴
工
云
々
、
予
頃
見
弦
雪
居
重
訂
遵
生
八
箋
、
夫
甚
有
異
同
。
彼
本

曰
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
甫
」
が
東

（
名
は
甫
）

の
こ
と
を
言
う
の
な
ら
ば
、
こ
の
頭
注
は
、
東

が
、『
琴
経
』
本
文
に
見
え

る
『
遵
生
八
箋
』
に
基
づ
く
記
述
「
明
琴
工
云
々
」
を
、
原
典
（『
弦
雪
居
重

訂
遵
生
八
箋
』
を
使
用
）
に
あ
た
っ
て
調
べ
、
そ
れ
を
天
籟
に
話
し
た
も
の

と
見
て
取
れ
る
。

　

泊
園
文
庫
に
は
、
右
の
『
琴
経
』
二
種
の
ほ
か
、
中
国
の
琴
譜
集
も
一
種

存
す
る
。
前
掲
⑦
（
清
）
程
雄
撰
『
松
風
閣
琴
譜
』
二
巻
（
附
程
雄
撰
『
抒

懐
操
』
一
巻
・
荘
臻
鳳
撰
、
程
雄
改
定
『
松
風
閣
指
法
』
一
巻
） 

刊
本
二
冊

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
清
朝
に
刊
行
さ
れ
た
琴
譜
集
を
日
本
で
再
刊
し
た
も
の

で
、『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
挙
げ
る
「
琴
学
の
書
」
に
も
含
ま
れ
る）
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。
こ
の
⑦
泊

園
文
庫
蔵
本
に
は
書
入
な
ど
は
見
え
ず
、
東

の
手
沢
本
で
あ
る
か
否
か
を

判
断
す
る
術
が
な
い
が
、
先
の
『
琴
経
』
の
例
を
併
せ
る
と
、
当
時
、
東

あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
は
、『
東
皐
琴
譜
』
の
曲
を
習
う
だ
け
で
な
く
、
明
・

清
の
琴
書
・
琴
譜
を
講
読
、
参
照
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
よ
う
。

　

さ
て
、
ま
た
泊
園
文
庫
に
は
、
先
述
し
た
と
お
り
、
徂
徠
の
琴
学
研
究
書

で
あ
る
『
琴
学
大
意
抄
』
と
『
幽
蘭
譜
抄
』
が
存
す
る
。
前
掲
の
⑧
荻
生
徂

徠
著
『
琴
学
大
意
抄
』
写
本
二
冊
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
冊
と
も
題

簽
に
「
琴
学
大
意
抄
」
と
記
す
が
、
そ
の
実
際
の
内
容
は
、
第
一
冊
が
『
琴

学
大
意
抄
』
を
、
第
二
冊
が
『
幽
蘭
譜
抄
』
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
よ
う
な
二
冊
本
と
い
う
状
態
で
存
す
る
こ
の
⑧
か
ら
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
『
琴
学
大
意
抄
』
と
『
幽
蘭
譜
抄
』
の
両
書
は
、
そ
の
内
容
に
よ
る
と
、
相

互
に
関
連
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
徂
徠
の
自
筆
稿
本
に
お
い
て
は
、

両
書
と
も
同
じ
装
丁
で
共
に
荻
生
家
に
蔵
さ
れ
て
い
る）

75
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。
し
か
し
、
前
述
し

た
よ
う
に
、『
琴
学
大
意
抄
』
ば
か
り
が
多
く
転
写
さ
れ
、
流
布
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
専
門
的
な
古
楽
譜
解
読
・
復
元
の
書
で
あ
る
『
幽
蘭
譜
抄
』
の
方

は
、
あ
ま
り
流
布
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
伝
本
の
状
況
か
ら
認
め
ら
れ
る）

76
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。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
拘
ら
ず
、
泊
園
に
は
『
琴
学
大
意
抄
』
と
『
幽
蘭
譜

抄
』
が
、
原
本
（
徂
徠
自
筆
稿
本
）
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
二
冊
揃
っ
て

書
写
さ
れ
（
つ
ま
り
こ
の
⑧
）、
蔵
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
東

は
、

徂
徠
の
琴
学
研
究
を
遺
漏
な
く
把
握
し
て
学
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



藤
澤
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ま
た
、
も
う
一
点
注
目
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
⑧
『
琴
学
大
意
抄
』

に
は
、
紙
片
が
一
枚
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
太
宰
春
台
著
『
律
呂
通

考
』
の
「
古
譜
」
と
題
す
る
部
分
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
部

分
の
記
述
は
、
主
に
、
徂
徠
の
『
楽
律
考
』
な
ど
に
述
べ
る
音
律
の
基
準
音

（「
黄
鐘
」
の
音
高
）
に
関
す
る
持
説
に
対
し
て
、
春
台
が
解
説
を
加
え
た
も

の
で
あ
る）

77
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。
よ
っ
て
、
こ
の
紙
片
の
書
付
を
記
し
た
人
（
東

の
筆
跡
の
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
未
詳
）
は
、
徂
徠
及
び
春
台
の
楽
律
研
究
に
つ
い
て

も
学
ん
で
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
東

の
泊
園
塾
内
で
、
徂
徠
の
『
琴
学
大
意
抄
』
が
読
ま
れ

て
い
た
記
録
が
見
え
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

庄
内
藩
校
致
道
館
の
舎
長
で
あ
っ
た
遠
藤
厚
夫
（
一
八
二
五
〜
一
八
八
九
）

は
、
他
邦
へ
の
遊
学
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
か
ら
翌

年
に
わ
た
り
、
大
阪
で
東

か
ら
三
十
一
回
に
わ
た
る
講
義
を
受
け
た
と
い

う
。
そ
の
間
の
厚
夫
の
日
記
に
、「
一
、
先
生
は
深
く
物
子
を
奉
じ
、
経
済
、

并
ニ
、
兵
書
へ
達
シ
候
由
。
…
…
一
、
物
子
の
琴
学
大
意
抄
。
…
…
以
上
の

三
書
は
誠
ニ
面
白
キ
書
ナ
リ
。」
と
記
す）
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。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
東

の
塾
で

徂
徠
の
琴
学
が
学
ば
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。

四
、
東

の
琴
事

　

最
後
に
、
東

と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
琴
に
関
す
る
で
き
ご
と
を
二
つ

取
り
上
げ
て
、
東

が
ど
の
よ
う
に
琴
を
楽
し
ん
で
い
た
の
か
、
ま
た
琴
を

通
し
た
交
遊
の
様
子
と
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
実
像
を
垣
間

見
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
法
隆
寺
の
「
雷
琴
（
開
元
琴
）」
と
竺
庵
将
来
「
江
月
琴
」

　

東

の
琴
友
、
野
村
香
雪
が
、
唐
の
高
宗
の
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
江

月
琴
」
を
入
手
し
て
愛
玩
し
、
後
に
こ
れ
が
妻
鹿
友
樵
愛
用
の
琴
と
な
っ
た

こ
と
、
ま
た
東

が
、
こ
の
琴
に
つ
い
て
「
江
月
琴
記
」
を
記
し
た
こ
と
は
、

先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
江
月
琴
」
の
ほ
か
に
も
、
日
本
に
は
唐
代
の
作
と
言

わ
れ
る
琴
が
数
張
存
し
―
た
だ
し
江
月
琴
が
本
当
に
唐
琴
か
否
か
は
判
断
が

分
か
れ
て
お
り
、
未
詳
で
あ
る
―
、
そ
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
、
唐
琴
と
認
め

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
法
隆
寺
に
伝
存
す
る
一
張
で
あ
っ
た
（
現
在
東
京
国

立
博
物
館
所
蔵
、
七
弦
琴
﹇
法102

﹈、
国
宝
）。
こ
の
琴
は
、
胴
内
部
に
「
開

元
十
二
年
歲
在
甲
子
五
月
五
日
於
九
隴
縣
造
」
と
の
墨
書
銘
が
見
え）
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、
そ
の

製
造
場
所
に
よ
り
、
唐
代
の
著
名
な

琴
家
、
雷
氏
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
て
、「
開
元
琴
」「
雷
琴
」「
雷
氏
琴
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。

　

京
の
医
家
で
楽
律
と
琴
に
詳
し
か
っ
た
源
龍
こ
と
鈴
木
蘭
園
（
一
七
四
一

〜
一
七
九
〇
）
は
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
法
隆
寺
の
雷
琴
（
開
元
琴
）

を
実
見
し
て
詳
し
く
測
量
し
、『
雷
琴
記
』
を
著
し
、
ま
た
こ
れ
を
模
し
て
琴

を
制
作
し
た）
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。『
雷
琴
記
』
は
、
よ
く
参
照
さ
れ
、
蘭
園
の
後
に
も
、
多
く
の

人
が
雷
琴
の
模
造
琴
を
作
製
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
鳥
海
と
そ
の
門
弟

た
ち
も
例
に
漏
れ
ず
、
本
書
を
転
写
、
熟
読
し
、
鳥
海
と
香
雪
が
（
の
ち
友



一
五
八

樵
も
）
模
琴
を
造
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
東

が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た

と
い
う
記
録
は
、
管
見
で
は
見
え
な
い
が
））
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。
そ
し
て
、
と
う
と
う
、
皆
で
、

『
雷
琴
記
』
が
賞
賛
す
る
雷
琴
（
開
元
琴
）
を
見
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
よ
る
と
、
鳥
海
は
東

、
阿
部
縑
洲
、
野
村
香
雪

を
連
れ
て
法
隆
寺
に
出
か
け
、
そ
の
際
、
香
雪
は
雷
琴
と
自
分
の
江
月
琴
の

優
劣
を
較
べ
た
い
と
言
い
、
江
月
琴
を
持
っ
て
行
っ
た
と
い
う）

82
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。
こ
れ
は
、

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
東

四
十
二
歳
の
時
の
こ
と
で
、「
江
月
琴
記
」

（『
東

先
生
文
集
』
巻
四
所
収
）
に
も
そ
の
時
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

…
…
和
州
法
隆
寺
開
元
琴
、
夙
聞
于
四
方
。
丙
申
夏
、
君
親
負
江
月
琴
、

與
琴
友
數
輩
、
偕
往
而
比
觀
之
、
予
亦
預
焉
。
其
式
不
同
、
彼
小
於
此
。

彼
腹
中
有
雷
氏
題
識
、
而
此
則
副
書
已
。
彼
岳
有
缺
、
髹
有
剝
、
而
此

不
見
微
瑕
。
獨
漆
色
之
潤
、
聲
韻
之
溫
、
不
差
毫

、
是
可
以
證
書
之

不
虛
矣
。
非
彼
則
不
足
爲
此
證
、
非
此
則
不
足
取
彼
證
。
一
彼
一
此
、

誠
良
耦
也
。
抑
海
內
之
廣
、
無
有
能
參
焉
者
乎
。
嗟
來
江
月
亦
將
爲
之

證
。

（
大
和
法
隆
寺
の
開
元
琴
は
、
早
く
か
ら
全
国
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
。
天

保
七
年
の
夏
、
野
村
香
雪
君
は
自
ら
江
月
琴
を
背
負
い
、
琴
友
数
人
と

共
に
法
隆
寺
に
行
き
、（
江
月
琴
を
開
元
琴
と
）
較
べ
見
た
の
で
あ
る

が
、
私
も
そ
れ
に
参
加
し
た
。（
こ
の
二
張
は
）
琴
式
（
琴
の
形
状
）
が

異
な
り
、
開
元
琴
は
江
月
琴
よ
り
小
さ
い
。
開
元
琴
の
琴
腹
（
内
部
）

に
は
（
製
作
者
の
）
雷
氏
の
題
識
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
江
月
琴
に
は

（
由
来
を
記
し
た
）
書）
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が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
開
元
琴
は

「
岳
山
」
の
一
部
が
欠
け
て
お
り
、
漆
の
剥
げ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
江

月
琴
に
は
わ
ず
か
な
瑕
も
見
え
な
い
。
漆
の
色
の
艶
や
か
さ
、
ぬ
く
も

り
の
あ
る
音
色
だ
け
は
、（
両
者
と
も
）
少
し
の
差
も
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
れ
ば
、（
江
月
琴
の
）
由
来
書
に
偽
り
の
な
い
こ
と
を
証
明
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
開
元
琴
で
な
け
れ
ば
、
江
月
琴
の
（
価
値
の
）
証
拠

と
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
し
、
江
月
琴
で
な
け
れ
ば
、
開
元
琴
の
（
価

値
の
）
証
拠
と
す
る
の
に
充
分
で
は
な
い
。
開
元
琴
と
江
月
琴
は
誠
に

良
い
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
は
広
い
が
、（
開
元
琴
に
）

較
べ
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
無
か
ろ
う
。
あ
あ
、
江
月
琴
が

ま
た
そ
の
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。）

　

な
お
、『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
鳥
海
た
ち
は
絃
と
軫
を
持

っ
て
行
き
、
開
元
琴
に
絃
を
張
っ
て
演
奏
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
実
際
に
江

月
琴
と
弾
き
較
べ
て
み
た
と
い
う
。
東

は
右
の
記
で
、
両
者
と
も
良
い
取

り
合
わ
せ
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
場
で
は
、
形
の
大
き
い
江
月
琴
の
方
が
、

音
が
優
っ
た
。
香
雪
は
、
自
分
の
琴
が
優
っ
て
い
る
の
を
喜
ん
で
自
慢
し
た

た
め
、
皆
が
笑
っ
た
と
い
う）

84
（

。
東

を
と
り
ま
く
琴
社
の
、
楽
し
げ
な
様
子

が
窺
え
る
。



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
五
九

（
二
）
東
皐
心
越
禅
師
百
五
十
年
忌
の
琴
会

　

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）、
東

五
十
一
歳
の
時
、
網
島
の
鳥
海
の
寓
居

で
、
東
皐
心
越
禅
師
の
百
五
十
年
忌
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
東

の

「
琴
会
記
」（『
東

先
生
文
集
』
巻
四
所
収
）
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
に
全
文

を
載
せ
る
。

雪
堂
上
人
之
於
琴
也
、
苦
練
造
奧
。
其
傳
實
自
歸
化
僧
東
皐
禪
師
矣
、

手
法
口
授
具
備
者
十
有
六
曲
。
上
人
出
羽
產
、
夙
辭
其
鄕
、
周
 流
四
方
、

寓
於
浪
華
十
數
年
。
從
而
遊
者
、
遠
近
爭
集
。
天
保
甲
辰
、
季
秋
念
九
、

係
禪
師
百
五
十
年
忌
日
、
上
人
乃
會
諸
子
于
網
洲
僑
舍
、
以
祭
之
。
蓋

不
忘
本
也
。
是
日
、
壁
挂
禪
師
肖
像
、
陳
奠
莊
嚴
。
前
對
設
兩
案
、
上

各
安
一
琴
。
上
人
首

漁
樵
問
答
。
此
曲
禪
師
所

愛
惜
也
云
。
繼
之

諸
子
四
十
許
人
、
更
進
互

。
聯
彈
特
彈
、
出
宮
入
羽
、
鏘
鏘
之
聲
、

終
日
不
息
。
均
是
禪
師
氣
脉
所
存
、
而
精
誠
薦
之
。
神
豈
得
不
來
享
乎
。

其
舍
豁

、
臨
澱
江
岸
。
洪
流
洋
洋
、
劈
蒼
莽
。
來
風
帆
、
沙
鳥
出
沒

乎
縹
緲
際
。
叢
林
蓊
鬱
、
雲
煙
霏
微
、
遙
與
嶺
翠
相
銜
。
宛
然
漁
樵
直

境
、
亦
可
以

薦
焉
。
既
夜
、
上
人
置
酒
供
飯
、
皆
醉
飽
而
歸
。

（
雪
堂
上
人
は
琴
に
対
し
て
、
厳
し
く
修
練
し
、
深
奥
な
境
地
に
ま
で
達

し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
実
に
帰
化
僧
の
東
皐
禅
師
よ
り
伝
わ
っ
た

も
の
で
、（
禅
師
の
）
指
法
と
口
伝
を
具
に
備
え
た
曲
は
十
六
曲
あ
る
。

上
人
は
出
羽
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
早
く
に
故
郷
を
辞
し
て
、
全
国
各

地
を
渡
り
巡
り
、
浪
華
に
寓
す
る
こ
と
十
数
年
。（
上
人
に
）
従
学
し
交

遊
す
る
者
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
我
先
に
と
集
ま
っ
て
い
る
。
天
保

十
五
年
九
月
二
十
九
日
、
禅
師
の
百
五
十
年
忌
の
日
に
、
上
人
は
網
島

の
僑
舎
に
皆
を
集
め
て
、
追
悼
祭
を
行
っ
た
。
蓋
し
、
そ
の
根
本
を
忘

れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
日
、
壁
に
は
禅
師
の
肖
像
を
掛
け
、
供
え

物
を
並
べ
て
厳
か
に
飾
ら
れ
て
い
た
。
前
方
に
は
二
つ
の
琴
案
（
琴
を

置
く
机
）
が
向
か
い
合
う
よ
う
に
設
置
し
て
あ
り
、
そ
の
上
に
は
そ
れ

ぞ
れ
琴
が
一
張
置
い
て
あ
っ
た
。
初
め
に
上
人
が
「
漁
樵
問
答
」
の
曲

を
弾
い
た
。
こ
の
曲
は
、
禅
師
が
最
も
愛
惜
し
た
曲
で
あ
る
。
続
い
て

諸
子
四
十
人
ほ
ど
が
、
代
わ
る
代
わ
る
に
演
奏
を
捧
げ
た
。
連
弾
、
独

奏
、
宮
調
か
ら
羽
調
、
澄
ん
だ
琴
音
が
、
一
日
中
途
切
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
ど
の
演
奏
も
、
禅
師
の
気
風
血
脈
が
宿
っ
て
お
り
、
真
心
を

込
め
て
献
じ
た
の
で
あ
る
。（
禅
師
の
）
御
霊
も
、（
こ
の
演
奏
供
進
を
）

受
け
に
来
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
網
島
の
僑
舎
は
広
々
と
開
け

て
い
て
、
淀
川
の
岸
辺
に
臨
む
。
大
河
は
洋
々
と
、
青
々
と
茂
っ
た
草

木
を
切
り
裂
い
て
流
れ
て
い
る
。
風
を
受
け
て
帆
船
が
や
っ
て
来
て
、

水
鳥
の
姿
が
、
彼
方
に
浮
か
ん
で
は
消
え
る
。
鬱
蒼
た
る
叢
林
、
た
な

び
く
雲
煙
が
、
遥
か
峰
の
緑
に
連
な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
、（
琴
曲
「
漁

樵
問
答
」
の
）
漁
樵
の
真
境
さ
な
が
ら
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
（
禅
師

の
御
霊
に
）
併
せ
て
お
供
え
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
夜
に
な
る
と
、

上
人
は
酒
と
食
事
を
振
舞
っ
て
く
だ
さ
り
、
皆
、
酔
っ
て
満
腹
と
な
っ

て
帰
途
に
就
い
た
。）



一
六
〇

　

右
の
記
か
ら
は
、
俗
塵
か
ら
離
れ
、
自
ら
を
漁
夫
と
樵
夫
に
託
し
て
山
水

に
遊
ぶ
、「
漁
樵
問
答
」
の
曲
そ
の
も
の
の
よ
う
な
、
自
由
で
清
ら
か
な
楽
し

み
の
境
地
が
感
じ
ら
れ
る
。
東

は
、
実
際
に
琴
曲
を
歌
い
奏
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
琴
曲
が
有
す
る
意
境
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
日
、
琴
を
演
奏
し
た
者
は
四
十
人
ほ
ど
と
い
う
。
今
日
の
琴
を

め
ぐ
る
状
況
か
ら
考
え
て
も
、
大
人
数
の
琴
会
で
あ
り
、
鳥
海
琴
門
が
非
常

に
興
隆
し
て
い
た
も
の
と
驚
か
さ
れ
る
。
当
時
、
東

を
と
り
ま
く
琴
を
通

じ
た
交
友
関
係
は
、
東

の
人
脈
形
成
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。注（

1
）  

考
古
学
上
で
は
、
戦
国
時
代
や
漢
代
の
墓
か
ら
の
出
土
品
に
、
今
に
伝
わ
る
琴

の
前
身
と
さ
れ
る
も
の
（
中
国
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
村
一
号
墓
出
土
の
戦
国
時
代

の
七
弦
琴
（
荊
門
市
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
）
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
文
献
上
に
見

え
る
琴
の
起
源
に
つ
い
て
は
後
述
の
と
お
り
。

（
2
）  

（
清
）
陳
立
撰
『
白
虎
通
疏
証
』（
一
九
九
四
年
、
中
華
書
局
）
一
二
五
頁
、
王

利
器
校
注
『
風
俗
通
義
校
注
』（
一
九
八
一
年
、
中
華
書
局
）
二
九
三
頁
。

（
3
）  

坂
田
進
一
「
柴
野
栗
山
琴
系
譜
一
」（『
斯
文
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）

の
「
三
、
東
皐
心
越
禅
師
の
来
朝
」、
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
『
企
画
展 

東
皐
心
越
と
水
戸
光
圀
―
黄
門
様
が
招
い
た
異
国
の
禅
僧
』（
二
〇
一
五
年
）、
坂

田
進
一
「
第
34
回
禅
博
セ
ミ
ナ
ー
講
演
と
演
奏 

東
皐
心
越
禅
師
の
琴
系
と
『
東
皐

琴
譜
』
の
成
立
」（
二
〇
一
五
年
十
月
十
四
日
、
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
秋

季
企
画
展
「
東
皐
心
越
と
水
戸
光
圀
―
黄
門
様
が
招
い
た
異
国
の
禅
僧
」
資
料
）

な
ど
に
詳
し
い
。

（
4
）  

永
田
聴
泉
作
成
『〔
本
邦
琴
学
系
譜
〕』
写
一
巻
（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室

蔵
永
田
聴
泉
旧
蔵
琴
楽
資
料
﹇C

ﾊ1

﹈）、van Gulik, R.H
. T
he Lore of the 

Chinese Lute, an essay in the ideology of the Ch'in. 1969. T
okyo: 

Sophia U
niversity: 233, 

岸
辺
成
雄
・
稗
田
浩
雄
・
坂
本
守
正
補
注
（
片
山
賢

著
）『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』（
一
九
八
五
年
、
冬
青
社
）
付
表
1
、『
江
戸
時
代
の

琴
士
物
語
』
四
五
〇
〜
四
五
四
頁
参
照
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
﹇　

﹈
内
の
番

号
は
、
資
料
の
所
蔵
機
関
に
お
け
る
請
求
記
号
等
を
示
す
。
以
下
同
。

（
5
）  

「
柴
野
栗
山
琴
系
譜
一
」
の
「
五
、
石
川
丈
山
と
人
見
竹
洞
」
な
ど
参
照
。

（
6
）  

林
読
耕
斎
選
『
読
耕
先
生
全
集
』（
寛
文
九
年
刊
本
、
内
閣
文
庫
蔵
﹇205－

169

﹈、
林
家
旧
蔵
）
第
四
冊
所
収
『
読
耕
文
集
』
巻
一
〇
に
よ
る
。

（
7
）  

稗
田
浩
雄
「
琴
士
散
索
7
石
川
丈
山
」（『
冬
青
』
第
一
五
号
、
一
九
八
三
年
）、

『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
一
一
五
頁
。

（
8
）  

藤
澤
元
造
編
輯
『
東

先
生
詩
存
』（
泊
園
書
院
、
一
九
一
三
年
）。

（
9
）  

「
第
34
回
禅
博
セ
ミ
ナ
ー
講
演
と
演
奏 

東
皐
心
越
禅
師
の
琴
系
と
『
東
皐
琴
譜
』

の
成
立
」
一
〇
〜
一
一
、
一
九
〜
二
〇
頁
。

（
10
）  

『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
三
五
九
〜
三
六
一
頁
な
ど
に
詳
し
い
。

（
11
）  

中
根
香
亭
（
淑
）
著
、 

新
保
磐
次
編
『
香
亭
遺
文
』（
金
港
堂
、
一
九
一
六
年
）

収
載
「
七
絃
琴
の
伝
来
」
四
四
八
頁
。

（
12
）  

「
柴
野
栗
山
琴
系
譜
一
」
三
三
〜
四
四
頁
。

（
13
）  

「
七
絃
琴
の
伝
来
」
四
四
七
〜
四
四
八
頁
、『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
六
頁
。

（
14
）  

『
琴
家
略
伝
』（
写
一
冊
、
國
學
院
高
等
学
校
藤
田
小
林
文
庫
蔵
﹇1 －

106

﹈）
収

載
「
梅
嶽
先
生
伝
」（
筒
井
順
一
撰
）、
及
び
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
一
五
八

〜
一
六
一
頁
参
照
。

（
15
）  

『
琴
家
略
伝
』
収
載
「
琴
師
蘿
道
翁
伝
」、
及
び
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
一

六
四
〜
一
六
八
、
一
八
〇
頁
参
照
。

（
16
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
一
〇
〜
一
二
頁
。

（
17
）  

「
七
絃
琴
の
伝
来
」
四
四
八
頁
、『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
六
頁
。

（
18
）  

拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

二
年
）「
荻
生
徂
徠
に
よ
る
『
幽
蘭
』
研
究
の
実
態
」
一
一
八
〜
一
二
〇
頁
。

（
19
）  
空
々
の
「
琴
社
諸
友
記
」（
井
上
竹
逸
編
『
竹
逸
琴
話
』（
写
一
冊
、
国
会
図
書

館
蔵
﹇832－

213

﹈
収
載
）
に
泰
翁
の
別
名
（
小
鹿
圭
次
）
が
見
え
る
。
稗
田
浩



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
六
一

雄
「
琴
士
散
索
12
児
玉
空
々
」（『
冬
青
』
第
二
三
号
、
一
九
八
四
年
）、
長
澤
和
彦

「
江
戸
文
人
の
交
遊
―
七
絃
琴
社
（
空
々
琴
社
）
の
人
々
」（『
近
世
文
芸 

研
究
と

評
論
』
第
七
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）
五
六
頁
参
照
。

（
20
）  
『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
七
〜
八
頁
。

（
21
）  
松
井
友
石
撰
『
談
琴
』
下
巻
「
琴
師
略
伝
」（
小
畑
家
蔵
松
井
友
石
自
筆
本
の
林

謙
三
氏
手
写
本
、
長
屋
糺
氏
蔵
）
に
、「
雪
堂
初
學
蘿
堂マ
マ

、
後
學
泰
翁
。
故
雪
堂

有
勢
傳
・
張
傳
之
別
。」
と
あ
る
。

（
22
）  

『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』「
徂
徠
と
琴
」
三
四
頁
。

（
23
）  

畑
維
龍
著
『
四
方
の
硯
』（
一
八
〇
四
年
刊
行
）
に
載
せ
る
鈴
木
蘭
園
（
後
述
）

の
聞
書
。
大
田
南
畝
著
『
仮
名
世
説
』（
一
八
二
五
年
刊
）、『
法
施
』
第
二
二
巻
第

一
二
号
（
寒
山
寺
、
一
九
二
六
年
）
収
載
の
「
心
越
禅
師
と
徂
徠
」
に
も
同
様
の

話
が
見
え
る
。

（
24
）  

稗
田
浩
雄
「
荻
生
徂
徠
の
「
碣
石
調
幽
蘭
」
研
究
略
述
」（『
幽
蘭
研
究
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
論
文
集
）』
東
洋
琴
学
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）
三
九
頁
、
吉
川
良

和
「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
二
冊
、
一
九
八
二

年
）
一
三
頁
、
坂
田
進
一
「
伝
来
の
文
人
音
楽
と
江
戸
期
に
お
け
る
展
開
（
そ
の

一
）」（『
文
人
の
眼
』
第
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）
六
五
頁
。

（
25
）  

『
徳
川
実
記
』
第
九
篇
「
有
徳
院
殿
御
実
記
附
録
」
巻
一
七
（
改
訂
増
補
国
史
大

系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
三
一
一
頁
、『
減
字
譜
法
』（
写
一
冊
、
彦
根

城
博
物
館
蔵
井
伊
家
伝
来
典
籍
﹇V

412

﹈）
な
ど
に
よ
る
。

（
26
）  

太
宰
春
台
著
、
小
島
康
敬
編
集
・
解
説
『
春
台
先
生
紫
芝
園
稿
』（
近
世
儒
家
文

集
集
成
第
六
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
）
三
〇
三
頁
。

（
27
）  

『
徂
徠
先
生
手
沢
集
』（
写
本
、
臼
杵
市
臼
杵
図
書
館
蔵
、
臼
杵
藩
主
稲
葉
家
旧

蔵
）。

（
28
）  

『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』「
荻
生
徂
徠
に
よ
る
『
幽
蘭
』
研
究
の

実
態
」
六
九
〜
一
三
八
頁
。

（
29
）  

拙
稿
「
荻
生
徂
徠
の
楽
律
研
究
―
主
に
『
楽
律
考
』『
楽
制
篇
』『
琴
学
大
意
抄
』

を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
八
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）
六
〜
一
一
頁
。

（
30
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
九
頁
。

（
31
）  

以
上
、
鳥
海
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
一
〜
四
、
七
〜
八

頁
、『
談
琴
』
下
巻
「
琴
師
伝
記
」「
僧
雪
堂
」、
岸
辺
成
雄
「
琴
士 

鳥
海
山
人
」

（『
冬
青
』
一
二
号
、
一
九
八
三
年
）、『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
二
四
七
〜
二
四

九
頁
を
参
照
。

（
32
）  

な
お
、
鳥
海
は
、
南
桂
寺
の
ほ
か
、
大
安
寺
や
、
網
島
の
菱
垣
廻
船
問
屋
、
塩

屋
弥
兵
衛
の
別
荘
に
も
寄
寓
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
堺
市
史
』（
一
九
七
七
年

復
刻
、
清
文
堂
出
版
）
第
七
巻
第
一
編
第
三
章
「
鳥
海
雪
堂
」
三
四
五
頁
、『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
一
頁
）。

（
33
）  

杵
村
源
二
郎
（
小
雅
）「
琴
道
を
復
興
す
べ
き
事
を
論
ず
」（『
書
画
骨
董
雑
誌
』

第
一
三
一
号
、
一
九
一
九
年
）。

（
34
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
三
頁
、『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
二
七
四
頁
参
照
。

（
35
）  

太
田
剛
「
石
碑
・
書
軸
か
ら
み
る
藤
澤
東

・
南
岳
の
交
友
と
思
想
―
香
川
県

に
存
在
す
る
資
料
を
中
心
に
」（『
泊
園
』
第
五
四
号
、
二
〇
一
五
年
）
五
五
〜
五

六
頁
。

（
36
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
二
〜
四
、
三
四
頁
、
稗
田
浩
雄
「
古
桐
遺
響
―
庄
内
の

琴
韻
」（『
冬
青
』
三
六
号
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
37
）  

水
田
紀
久
「
三
世
祖
述
と
創
意
の
学
」（
吾
妻
重
二
編
『
泊
園
記
念
会
創
立
五
〇

周
年
記
念
論
文
集
』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）
三
六
頁
。
ま

た
「
東

先
生
周
辺
」
六
八
頁
参
照
。

（
38
）  

鳥
海
が
、
城
山
か
ら
教
え
ら
れ
た
膏
肓
の
術
を
数
十
年
行
っ
た
お
か
げ
で
、
七

十
歳
に
な
っ
て
も
健
康
で
あ
る
と
い
う
話
が
、『
鳥
海
翁
琴
話
』
に
見
え
る
。
た
だ

し
本
書
で
は
、
城
山
を
「
丈
山
」「
常
山
」
と
書
き
誤
っ
て
い
る
（『
訳
注 

鳥
海
翁

琴
話
』
一
四
頁
、
一
九
頁
）。
な
お
余
談
だ
が
、
後
掲
の
東

の
七
絶
に
は
、
鳥
海

が
『
黄
庭
内
景
』
を
詳
し
く
研
究
し
た
と
あ
る
が
、
城
山
も
『
黄
庭
内
景
経
』
に

注
釈
を
施
し
『
黄
庭
内
景
経
略
注
』
を
著
し
て
い
る
こ
と
が
（
坂
出
祥
伸
『
江
戸

期
の
道
教
崇
拝
者
た
ち
―
谷
口
一
雲
・
大
江
文
坡
・
大
神
貫
道
・
中
山
城
山
・
平

田
篤
胤
』（
二
〇
一
五
年
、
汲
古
書
院
）
前
篇
第
四
節
「
讃
岐
の
儒
者
・
中
山
城
山

の
注
解
し
た
道
教
存
思
法
書
『
黄
庭
内
景
経
略
注
』
に
つ
い
て
」
参
照
）、
注
目
さ

れ
る
。



一
六
二

（
39
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
八
〜
九
頁
、
及
び
「
琴
道
を
復
興
す
べ
き
事
を
論
ず
」

に
よ
る
。

（
40
）  

『
鳥
海
翁
琴
話
』（
写
一
冊
、
片
山
賢
自
筆
、
国
会
図
書
館
蔵
﹇832－

214

﹈）。

（
41
）  
『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
一
四
、
二
四
〜
二
五
頁
。

（
42
）  
「
東

先
生
周
辺
」
四
三
頁
参
照
。

（
43
）  

『
明
東
皐
禅
師
琴
譜
』（
写
一
帖
、
関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
蔵

﹇LH
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﹈）。
な
お
、「
東

先
生
周
辺
」
七
一
頁
に
載
せ
る
翻
刻
を
併
せ

て
参
照
。

（
44
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
五
九
〜
六
〇
頁
。

（
45
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
二
七
頁
。
藤
澤
東

著
、
藤
澤
南
岳
輯
『
東

先
生
文

集
』（
一
八
八
四
年
、
藤
澤
南
岳
）
巻
四
「
江
月
琴
記
」
の
前
半
（
後
半
部
は
本
稿

第
四
節
に
後
掲
）
に
、「
…
…
淸
僧
竺
庵
所
齎
來
。
竺
庵
傳
之
泉
南
飯
 氏
。
其
書
副

之
、
曰
、
唐
高
宗
時
之
物
。
天
保
癸
巳
、
香
雪
埜
村
君
購
得
之
。
寳
愛
特
深
、
號

曰
江
月
。
取
諸
老
杜
句
也
。」
と
あ
る
。

（
46
）  

『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
四
三
八
〜
四
三
九
頁
、
佐
久
間
象
山
著
・
信
濃
教
育

会
編
『
象
山
全
集
』（
一
九
三
五
年
増
訂
版
、
信
濃
毎
日
新
聞
）
巻
一
「
象
山
浄

稿
」
三
一
〜
三
二
頁
収
載
「
琴
記
」。

（
47
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
二
七
頁
。

（
48
）  

林
謙
三
草
稿
「
招
提
寺
東
塔
遺
材
の
琴
」（
一
九
六
〇
年
）
及
び
模
琴
一
張
（
い

ず
れ
も
長
屋
糺
氏
蔵
）。

（
49
）  

岸
辺
成
雄
「
瘞
琴
碑
と
探
琴
の
旅
」（『
冬
青
』
四
六
号
、
一
九
八
九
年
）、
坂
田

進
一
「
江
戸
の
文
人
音
楽
⑴
琴
、
内
な
る
対
話
の
世
界
」（『
文
人
の
眼
』
創
刊
号
、

二
〇
〇
二
年
）
七
一
頁
な
ど
参
照
。

（
50
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
九
頁
。

（
51
）  

『
東

先
生
文
集
』
巻
三
所
収
「
贈
古
岳
上
人
序
」。

（
52
）  

張
季
脩
は
、
明
代
の

琴
の
名
家
と
し
て
知
ら
れ
る
張
氏
兄
弟
の
一
人
。

（
53
）  

『
周
易
』「
繋
辞
伝
上
」
に
「
聖
人
以
此
洗
心
、
退
藏
于
密
。
吉
凶
與
民
同
患
。」

と
あ
る
（『
周
易
正
義
』（
十
三
経
注
疏
、
二
〇
〇
〇
年
、
北
京
大
学
出
版
社
）
三

三
八
頁
）。

（
54
）  

古
来
、
琴
音
は
松
風
に
喩
え
ら
れ
る
。

（
55
）  

森
敬
三
「
古
岳
幽
真
と
そ
の
歌
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
三
九
巻
一
〇
号
、
一
九

三
三
年
）
二
〇
頁
に
よ
る
。

（
56
）  

森
田
節
斎
著
『
節
斎
遺
稿
』（
一
八
八
二
年
、
博
聞
社
）
巻
下
所
収
「
古
岳
庵

記
」。
節
斎
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
―
泊
園
書
院

資
料
集
成
一
』（
二
〇
一
〇
年
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
）
の
「
泊
園
人
物
列

伝
」
三
六
五
頁
参
照
。

（
57
）  

『
妻
鹿
友
樵
伝
』
三
〇
七
、
三
二
七
〜
三
二
八
頁
、
及
び
藤
沢
南
岳
撰
「
妻
鹿
友

樵
墓
碣
銘
」（
藤
沢
南
岳
著
『
七
香
斎
文
雋
』（
一
九
一
四
年
、
泊
園
書
院
）
所
収
。

墓
碑
は
大
阪
市
天
王
寺
区
一
心
寺
）
参
照
。

（
58
）  

な
お
、
友
樵
の
名
は
、「
泊
園
人
物
列
伝
」
三
六
七
頁
に
見
え
る
。

（
59
）  

『
七
香
斎
文
雋
』
所
収
「
妻
鹿
友
樵
墓
碣
銘
」。

（
60
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
九
頁
、『
談
琴
』
下
巻
「
琴
師
略
歴
」
参
照
。
友
樵
門
下

に
つ
い
て
は
、
三
谷
陽
子
「
永
田
聴
泉
琴
楽
資
料
に
つ
い
て
―
上
野
学
園
日
本
音

楽
資
料
室
蔵
書
を
中
心
と
し
て
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
四
九
号
、
一
九
八
三
年
）、

坂
田
進
一
「
聖
堂
の
琴き

ん

（
二
）」（『
斯
文
』
一
〇
七
号
、
一
九
九
九
年
）、
妻
鹿
友

弘
「
琴
石
と
妻
鹿
友
樵
―
七
弦
琴
を
愛
し
て
」（
熊
田
司
・
橋
爪
節
也
編
『
森
琴
石

作
品
集
』
東
方
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
61
）  

『
妻
鹿
友
樵
伝
』
三
二
八
頁
。  

（
62
）  

な
お
、『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
二
七
〇
頁
の
藤
澤
南
岳
の
項
に
、「
…
…
「
三

才
引
」「
大
哉
引
」「
漁
樵
問
答
」
な
ど
を
弾
じ
た
と
、
そ
の
日
記
に
述
べ
て
あ
る
」

と
記
す
の
は
誤
認
で
あ
り
、
こ
れ
は
妻
鹿
友
樵
の
こ
と
で
あ
る
。

（
63
）  

池
澤
一
郎
「
紅
塵
堆
裏
に
紅
塵
を
避
く
―
妻
鹿
友
樵
の
漢
詩
」（
上
原
作
和
企
画

『〈
琴き

ん

〉
の
文
化
史
―
東
ア
ジ
ア
の
音
風
景
』
ア
ジ
ア
遊
学
一
二
六
、
二
〇
〇
九
年
）

一
八
八
頁
。
な
お
、
友
樵
と
南
岳
の
そ
の
よ
う
な
漢
詩
を
め
ぐ
る
交
流
の
実
像
に

つ
い
て
は
、「
藤
澤
南
岳
と
明
治
大
阪
詩
壇
（
一
）―
妻
鹿
友
樵
の
漢
詩
へ
の
添
削

に
つ
い
て
」
一
五
一
〜
一
五
四
頁
な
ど
参
照
。

（
64
）  
詳
し
く
は
、『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
九
、
二
〇
頁
、『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』

二
七
三
、
二
八
九
〜
二
九
二
頁
。



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
六
三

（
65
）  

「
泊
園
人
物
列
伝
」
三
六
四
頁
、『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
四
四
一
〜
四
四
二

頁
参
照
。

（
66
）  

他
に
、
琴
に
言
及
し
た
楽
書
、
岩
田
通
徳
撰
『
音
律
入
門
』
一
巻
（
明
治
十
一

年
刊
一
冊
﹇LH
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﹈）
も
蔵
す
る
が
、
東

没
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
東

の
琴
学
と
の
関
連
性
が
窺
え
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な

い
。

（
67
）  

詳
し
く
は
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
三
六
、
一
七
九
頁
。

（
68
）  

書
入
の
内
容
は
後
述
の
と
お
り
、
琴
の
尾
張
伝
と
伊
勢
伝
を
習
得
し
、
中
国
語

の
発
音
に
通
じ
て
い
る
者
が
記
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ず
と
東

が
想

定
さ
れ
る
。
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
専
門
的
な
判
断
技
術
を
持
た
な
い
が
、

概
ね
泊
園
文
庫
蔵
の
東

自
筆
本
の
そ
れ
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
判
断
し
た
。

（
69
）  

長
屋
糺
氏
蔵
、
故
林
謙
三
氏
私
蔵
『
琴
譜
新
声
』
写
一
冊
。
識
語
に
、
鳥
海
手

写
本
に
井
上
竹
逸
が
校
訂
を
加
え
た
も
の
と
述
べ
る
。

（
70
）  

文
化
部
文
学
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
・
北
京
古
琴
研
究
会
編
『
琴
曲
集
成
』

第
七
冊
（
一
九
八
一
年
、
中
華
書
局
）
所
収
『
真
伝
正
宗
琴
譜
』（
太
古
遺
音
）
八

八
〜
九
〇
頁
参
照
。

（
71
）  

「
第
34
回
禅
博
セ
ミ
ナ
ー
講
演
と
演
奏 

東
皐
心
越
禅
師
の
琴
系
と
『
東
皐
琴
譜
』

の
成
立
」
一
五
頁
参
照
。

（
72
）  

『
琴
学
大
意
抄
』（
荻
生
家
蔵
徂
徠
自
筆
稿
本
）
の
「
絃
ノ
事
」
の
章
は
、
ほ
ぼ

『
琴
経
』
巻
七
「
弁
絲
法
」
〜
「
用
薬
」
に
よ
る
も
の
。
な
お
『
琴
経
』
に
つ
い
て

は
、
国
会
図
書
館
蔵
『
琴
経
』
十
四
巻
四
冊
、
東
皐
心
越
手
沢
本
﹇
寄
別6 －

1 －
2 －
 1

﹈
を
参
照
。

（
73
）  

『
芳
号
九
流
』
に
、「
天
籟
、
及
川
、
讚
岐
人
。
善
医
、
爲
人
奇
勁
脫
凡
。」
と
あ

り
、
藤
澤
東

著
・
藤
沢
南
岳
編
『
泊
園
家
言
』（
一
八
六
四
年
、
泊
園
社
）
に

は
、
東

の
書
簡
「
及
川
天
籟
に
与
ふ
る
書
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東

の
詩
社
「
先
春
吟
社
」
の
「
社
友
姓
名
」
に
、「
及
川
芝
峰
、
…
…
別
號
蒙
園
、

…
…
讚
岐
人
。」
と
あ
る
（『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
―
泊
園
書
院
資
料
集
成
一
』

五
五
頁
）。
な
お
、
こ
の
⑥
泊
園
文
庫
蔵
『
琴
経
抄
』
の
ほ
か
に
も
、
天
籟
の
手
写

に
よ
る
琴
書
が
存
す
る
こ
と
か
ら
（
國
學
院
高
等
学
校
藤
田
小
林
文
庫
蔵
『
琴
家

略
伝
』
写
本
一
冊
。
識
語
「
天
保
八
酉
正
月
下
旬
冩
於
浪
華
僑
居 

天
籟
」）、
天
籟

も
琴
を
嗜
ん
だ
人
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

（
74
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
九
頁
。

（
75
）  

拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
。

（
76
）  

拙
著
『
国
宝
『
碣
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
』
九
〇
〜
九
三
頁
。

（
77
）  

物
茂
卿
（
荻
生
徂
徠
）
著
『
楽
律
考
・
大
楽
発
揮
』
太
宰
純
（
春
台
）
著
『
律

呂
通
考
』（
写
一
冊
、
関
西
大
学
図
書
館
中
村
文
庫
蔵
﹇L24**1－

688

﹈）
参
照
。

（
78
）  

坂
本
守
正
「
酒
井
玄
蕃
の
遺
墨
13
」（『
冬
青
』
第
一
二
号
、
一
九
八
三
年
）、
遠

藤
厚
夫
『
西
遊
道
中
日
記
』（
一
九
九
三
年
、
原
荘
）
の
「
文
久
元
年
正
月
二
十
九

日
」
の
項
及
び
一
四
一
頁
。
な
お
、
こ
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
稗
田
浩
雄
氏
か
ら

ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
79
）  

東
京
国
立
博
物
館
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
ⅩⅣ
―
楽
器
』（
一
九
九
四

年
、
東
京
国
立
博
物
館
）
四
〜
六
頁
参
照
。

（
80
）  

稗
田
浩
雄
・
坂
本
守
正
「
続
琴
士
散
索
2
源
龍
・
鈴
木
蘭
園
」（『
冬
青
』
七
〇

号
、
一
九
九
三
年
）、『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
二
〇
四
〜
二
〇
七
頁
、
及
び
国

会
図
書
館
蔵
『
雷
琴
記
』（
写
一
冊
﹇832－

215

﹈、
鳥
海
手
写
本
の
片
山
賢
謄
写

本
）
を
参
照
。

（
81
）  

『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
二
二
〇
〜
二
三
三
頁
、『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
二
二

〜
二
四
頁
参
照
。

（
82
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
二
八
〜
二
九
頁
。

（
83
）  

竺
庵
の
親
書
（
岸
和
田
の
豪
商
、
唐
金
總
左
宛
）「
黄
檗
竺
庵
禅
師
琴
伝
来
手

帖
」
を
指
す
。『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
二
一
八
頁
参
照
。

（
84
）  

『
訳
注 

鳥
海
翁
琴
話
』
二
八
〜
二
九
頁
。

付
記　

本
稿
は
、
第
五
十
三
回
泊
園
記
念
講
座
（
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
五
日
）
に
お
け

る
発
表
「
琴
曲
『
幽
蘭
』
の
解
読
と
演
奏
―
荻
生
徂
徠
と
『
幽
蘭
』、
泊
園
書
院
に
お
け

る
琴
」（
講
座
記
録
は
『
泊
園
』
第
五
十
三
号
に
収
載
）
の
一
部
を
大
幅
に
加
筆
、
修
正

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
泊
園
文
庫
蔵
『
漁
樵
問
答
』
の
琴
譜



一
六
四

に
つ
い
て
は
、
道
明
寺
天
満
宮
で
の
泊
園
の
第
一
一
二
回
釈
奠
会
（
二
〇
一
五
年
五
月

十
日
）
に
お
い
て
、
復
元
演
奏
す
る
機
会
を
頂
い
た
。
講
座
と
演
奏
の
準
備
、
関
西
大

学
図
書
館
で
の
資
料
調
査
等
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
支
援
と
ご
教
授
を
下
さ
い
ま
し
た

本
学
長
谷
部
剛
教
授
、
貴
重
な
資
料
や
情
報
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
長
屋
糺
氏
、

稗
田
浩
雄
氏
、
妻
鹿
友
弘
氏
、
森
満
代
氏
、
そ
し
て
上
記
講
座
と
釈
奠
会
の
折
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
泊
園
記
念
会
の
諸
先
生
方
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
泊
園
文
庫
蔵
東

自
筆
稿
本
中
に
、
琴
譜
の
写
し
が
存
す
る

こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
別
稿
に
て
取
り
上
げ
た
い
。



藤
澤
東

と
七
絃
の
琴

一
六
五

Fujisawa Togai and the Chinese seven-stringed 
qin: Concerning his lineage and style of playing, 

his study of the qin, and the events 
and gatherings he hosted

YAMADERA Mikiko

 Fujisawa Togai (1794‒1864) ̶ founder of the Chinese studies academy 
Hakuen Shoin and responsible for the revival of the Confucian school of Ogyu 
Sorai̶loved the music of the seven-stringed Chinese qin, as Sorai had before 
him, and was also known during his day as a master of playing the 
instrument. This paper reports the following research and analysis in an eff ort 
to clarify the historical facts surrounding Togai’s relationship with the qin. In 
the fi rst section, there is a brief discussion of the lineage of qin-playing to 
which Togai belonged, and of Sorai’s study of the qin, which probably 
infl uenced Togai. The second section traces Togai’s connections, through the 
qin, with contemporaries such as Chokai Setsudo, Abe Kenshu, Sogo Setsudo, 
Nomura Kosetsu, Kogaku Yushin, and Mega Yusho. The third section uses qin 
scores and books on the qin in the collection of Hakuen Shoin to specify the 
pieces that Togai probably studied and played (about thirty in all) and to 
speculate on what he might have learned from the literature on the qin that 
he read and consulted (including Ogyu Sorai’s writings on the qin). Finally, in 
the fourth section, Togai’s essays, “Kogetsu kinki” and “Kinkai ki”, are 
scrutinized for what they reveal about the events and gatherings related to 
the qin that Togai engaged in with his teacher and fellow players, giving us a 
glimpse of Togai’s frame of mind and the nature of his friendships mediated 
through his musical activity.

キーワード： 琴（七絃琴・古琴）（qin（seven-stringed qin, guqin, Jp. kin））、泊園
書院 Hakuen Shoin （Hakuen academy）、藤澤東  （FUJISAWA 
Togai）、鳥海雪堂 （CHOKAI Setsudo）、妻鹿友樵 （MEGA Yusho）


